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Ｖｅｒ２．００（２００９０１）２００７0８-２００９０１

分類２ 質問など 回答など ＮＯ，

用具 　今まで貸しリムを使っていて今日初めて自分のリムを付け
たんです。 練習も終わり、片付けようと思ってリムをはずそう
としたら・・・ 取れない・・・(゜o゜) 何度やっても取れないんで
す どうやったらはずせますか？？

型式とばらつきによりますが構造上競ってから外れにくいものがあるようです。干渉が
大きいものはすり合わせなども考えられますがうまくしないとガタチキの発生の元になり
ますからよく知っておる方かショップの方に相談されたほうがよいかも、しばらく抜き差し
していると甘くなって簡単に抜ける場合もありますが最初が二人以上で抜くのも大変で
しょうから・・
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トレー
ニング

１、練習時間は学校がある日なら放課後4時から７時、８時
頃までします。夏休みであれば、8時30分から1時までして2
時ごろまで休憩し5時半まで射ます。学校がある日の本数
は分からないですが９０ぽんぐらいです。夏休みは２００本以
上はうちます。そんで距離は主に７０、３０Mで５０Mはあまり
うちません
 ２、シングルで1030点くらいです。７０Mはだいたい２６０か７
０くらいです。よいときは２８０くらいでます。
３、表示36ポンドで，実質が29ポンド。そんで弓は６４．G３と
マトリックスです。矢は１１００でインチは忘れましたが、24イ
ンチ（？）だったと思います。
４、シングルの最後まで体力が持ちません。後、雨や風にす
ごく弱いです。

点数を上げるためには体力持久力筋力のアップが必要かと思います。
1.筋力アップには変な運動するより弓を使った練習がよいと思います。シングルを狙う
なら通常100-200本で休日には5割増などありかと思います。ただし現在の筋肉をあま
り酷使するような練習量のアップは注意してください。強いポンドだけで練習するのは
故障しやすいので注意が必要です。日中あまり打てない場合は寝る前などに素引きや
近射60本くらいするのも効果的です。また弓を使った練習後ランニングやストレッチスク
ワットなど下半身を鍛えるのもありです。
2.距離練習は本数が確保できるならなるべく長い距離がよいですが大会によってはバ
ランスよく練習する必要があります。
3.的は90ｍ　50ｍ　18ｍなどが同じ大きさに見えてそれ以外は大きく見える的なので
実質点数が多くなります。苦手にならないためにも90ｍ50ｍも練習しなければいけませ
ん。逆に時間が少ない場合は90ｍ50ｍのみにするとはありです。
4.男性でシングルで高得点をあげるには矢速をあげるためにも重い矢で風に強くするた
めにも筋力アップで実質38－40ポンドまで上げる必要があると思います。ただし時間が
かかる作業ですから急にアップしてはいけません。
ＰＳ　女性でしたら実質34ポンドくらいまでほしいですね。
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トレー
ニング

今日医者に行きましたら早くて3ヶ月遅くて6ヶ月うてないと
いわれました。どうもインドアのリベンジもできそうにないで
す。いま手はギブスでカチコチです。何かいいトレーニングの

方法を教えてください。インドアはむりでも、またインターハイ
に行ってリベンジしたいです。あと、怪我の前なんですけど
私は自他ともに認める練習量をしていたのですが、成績や
点数が全く出ないのです。その原因は何なのか、思いつくも
のを教えてもらえたら嬉しいです。

＞私は自他ともに認める練習量をしていたのですが、成績や点数が全く出ないのです
いくつか情報をください。
1.練習量はどのくらいですか？本数、距離など
2.点数はどのくらいですか？シングルでなど
3.弓の条件　実質ポンド　弓と矢
4.現時点の自己分析など　風に弱いとか　雨に弱いなど　筋力　体力　視力　など・・・
気になる部分はありませんか？
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トレー
ニング

ある事情で引き手の手首を骨折してしまいました。骨折をし
ながらもインターハイではうちきりましたが結果はおもわしく
なく、すごく悔しいおもいをしました。だからインドアでリベン
ジしたいんですけど、撃てないので感覚は鈍るし筋力も衰え
る一方です。とてもリベンジどころじゃないです。強くなりたい
です。なんでもします。何かよい方法はありませんか。教え
てください。お願いします。

＞引き手の手首の骨折・・・ 程度や場所がわからないですが若いので修復も早いと思
いますから十分直るまで養生してくださいね。トラブルを抱えてでは日ごろの実力を発
揮できませんから・・・・
＞撃てないので感覚は鈍るし筋力も衰える一方です 現在ギブスで固定でもしているの
ですかね、状態がわかりませんので難しいですが、負担がかからなければ下半身や押
して側およびイメージトレーニングなど考えますかね。筋力といってもアーチェリーの場
合極端に引き手の手首や指には要求しませんから工夫しましょう。
＞インドアでリベンジしたいんですけど・・・ 目標の大会を決めて現時点から逆算しなが
ら復活日程を立てて見ましょう。アーチェリーは個人競技ですから自分の行動と精神状
態をどうコントロールするかにかかってきます。あせらず無理しない計画を立てて以下に
実行していくかが重要です。
特に実行していく計画の中で難しいポイントがあれば相談してみてください。
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用具 病院に行って診てもらったのですが、腱鞘炎ではないようで
す。ビタミン不足かもしれないといわれたので、今は薬を飲
んでいます。一応タブも新しいのを注文したので、これから
指の力の入れ方等を調整してみようと思います。

様子をみながら調整しましょう。指の使い方は負担軽減には重要なポイントです。 5

掲示板の疑問質問コーナー３（あなたの質問もあったかな？）

掲示板からの質問・問い合わせなどから再構築ベースで内容を参考に加筆訂正しています。Ｑ＆Ａ集とダブりはご愛嬌で・・・・回答は独
断もはいっていますので参考程度に・・今後とも掲示板ともども情報提供？（質問等）よろしくお願いします。質問していただいた方々に感
謝感謝・・・・・・今後も不定期に増加予定。そのためにも質問など書き込みよろしくお願いします。



用具 最近、弓を引いていると右手（人差し指）がしびれます。主に
中指と薬指で引いているので、人差し指にはほとんど力が
かからないのですが、何か物を書くときにも時々痺れが走り
ます。これは引き方が悪いために腱鞘炎になってしまったの
でしょうか。また、タブを１年以上同じのを使っているので、
古くなって指に負担がかかっているのでしょうか。アドバイス
をお願いします。

＞主に中指と薬指で引いているので、人差し指にはほとんど力がかからないのですが
通常リカーブでしたらノックは人差し指と中指の間に入れますよね　そうするとバランス
から考えると３本の指でストリングを支える方が負担が少ないと思います。人差し指が
フルドロー時にストリングにまったく触っていないとしてもバランスが悪くなっているのか
もしれません。
＞これは引き方が悪いために腱鞘炎になってしまったのでしょうか。 腱鞘炎の疑いが
あるならしかるべき処置をして負担を軽減しましょう。通常数週間で改善されるはずです
が・・・
＞また、タブを１年以上同じのを使っているので、古くなって指に負担がかかっているの
でしょうか。 タブは指に掛かる負担を軽減させるのが目的ですからクッション性が低下
すると悪影響を与えます。
練習間隔や量はわかりませんが、痺れは次の日は改善されるのか練習しなくても数日
続くのか程度はわかりませんが
1.あまりバタバタしていない時期ならしばらく練習を減らして様子を見る
2.タブにかける指先に掛かる負担のバランスを変えてみる
3.タブの変更で負担の少ないものに替えてみる
腱鞘炎は痺れではなく痛みが出るので痺れは血行障害の関係かと思いますが？？痺
れが血管の起因なのか筋の起因なのか判断つきませんので長引くようなら医者の判
断をもらいましょう。
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用具 20年のブランクがあるのですが、また始めてみたくなりまし
た。無理をせず、始めるつもりですが、心配なことがありま
す。20年前の用具ですが、使えるでしょうか？規格の変更
等ありますか？

用具は一応型式やタイプを教えてください。ヤマハなど撤退したメーカーもありますし、
そのときの現役の強さがある程度あるならさしあたって筋力がつくまで使えないでしょう
し、規格というか矢は軽いカーボンコンポジットのものが主流ですからアルミ矢で設計さ
れた弓を軽い矢で使用するのは負担がかかるので注意が必要です。弓が破損しやす
いです。お近くのショップか練習場などで情報収集できればよいですね。規格は大きく
変わってはいませんが新しい素材や形式のものが出てきています。ルールはかなり変
更されていますが基本は変わりませんのでまずは情報収集いたしましょう。
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情報 引き尺について教えてください
自分が使っている矢が32インチなんですが、引き尺がなが
いとメリットやデメリットってありますか？よかったら教えてく
ださい。

引き尺が長い場合、現在では弓についても７０インチなどありますから特に問題はない
と思います。ただ初心者時に大きな弓や長い矢がない場合など早くから弓や矢を購入
する必要があるかもしれません。極端に引き尺が短い場合よりも弓や矢の性能を発揮
しやすいかもしれませんが基本的に身体的問題なのでチューニングできる範囲であれ
ば特にメリットデメリットは考えなくても良いと思います。
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情報 ブログに書いたことですが、　背中が反った状態で　射つ子
がいて なんとか　直してあげたいのですが、なぜ反るのか
原因がわかりません　背筋や腹筋の筋力不足？　重心の
位置が悪い？胸を開きすぎ？ヒントをお与えください あと、
押し手を押しすぎて　矢が落ちるってことがありますが 自分
では　押し方押す方向が悪いだけで　押しすぎってことは関
係ないと　思っているのですが・・・・・・・・・原因はなんでしょ
うか？ご教授ください

　思いついたことを書いてみますが心当たりがあると対策が見えてくるかも
A.背中が反った状態で　射つ子がいて
　1.引く力が弱い場合
　2.引き方がエキスパンダーのような感じで引いている
　3.力が入ると重心が後ろにかわる
　4.引きすぎの場合
　5.その他
B.押し手を押しすぎて　矢が落ちるってことがありますが
　矢がレストから引き込んでいるときかアンカー時落ちるとします
　1.弓を傾けている
　2.矢を握りこんでいる
　3.レストの角度不足
　4.レストの長さ不足
　5.押し手で弓を回転させる
　6.その他
ピボットをまっすぐ矢の発射方向に押しているなら押しすぎても左右方向に振れることは
思いますが・・・その他ほかの可能性があることがありましたら合わさせてまた対策を考
えましょう。
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用具 みなさんにお伺いしたいことがあるのですが、私は弦サイト
がサイトピンの真上に載ってしまいます（ほぼ必ずです）。顔
の向きを変えるとそんなことはないのですが、そうするととて
も射ちづらくなってしまいます。 先輩は真上に載ることを悪い
ことではないと言うのですがいかんせんそれだとサイトピン
が見えないので弦サイトをサイトピンの横に置くようにしたい
と思っています。みなさん、どうすればいいでしょうか？

弦サイトを動かす場合の考え方
ＯＮＬＩＮＥではみにくいことはありますからずらす場合を考えます
1.顔を左右に動かすと変更はできますが感覚が難しいかもしれませんね覗き込みが変
わりますから・・
2.アンカー位置を左右どちらかにずらす場合、その場合矢の到達点が左右にずれるの
でサイトピンの出し入れも変更します。変更した場合は唇か鼻か顎かどこかに接触点
の位置決めの工夫が要りますね。

10

用具 ＲＥ：弦サイト考
1.スタンスを確認してシューティングラインに立つ、矢を番え
る、取りかける。
2.頭のてっぺんから重心を感じてシューティングライン側から
的に顔を向ける
3.顔向けを固定したら動かさず、弓を引き起こしてセットアッ
プからドローイングをする。この間頭や顔は動かさないこと。
4.ドローイングしている時にゴールドにはピンを合わせている
ので、クリッカーが切れればリリースする。以降フォロース
ルーに移行
注！　アンカー時に弦サイトを探してはいけません動かした
場合は多くのとき矢がばらつきます。顔向けが固定してある
時のみ弦サイトの効果が出ます。

１から３は出来ています。 ４から駄目な状態ですね　 ゴールドにピンを合わすのは、ア
ンカーに入れてからですね それに　弦サイトを　ちょい見してしまいます。 私の場合は
左上にあります
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情報 弦サイトについて　お伺いします どの位置がベストですか？
一定しているななら　どこでもいいと思うんですけど 自分は
サイトリングの左端あたりです 「トータル・・・」ではリングの
右だ　って そうするには　自分は　かなりのサイドアンカーに
なります でも　その位置はアンカーが安定しません なにか
違うのかな～ 弦サイトは　顔向け位置の確認だと思うので
すが 「弦サイト」　とは何ですか？

自分なりの考え方では一定しているならどこでもいいでしょう
さて、矢を繰り返し再現性の良い状態で発射させることを考えると矢を送り出す初速は
リムの強さと引き尺と考える。つぎに発射される矢の発射角度は実際はレストの位置と
ストリングのノッキングポイントの発射時の位置によりますが実際人間があわせるのは
ハンドルにつけたサイトピンの位置を的にあわせる作業とノック側の位置を固定するア
ンカーの位置によります。この作業の中でアンカーの位置は発射する本人は目で確認
できません。そうすると用具を利用して精度を上げる作業になります。上下方向はキッ
サーやアンカーパッドなど左右方向を弦サイトを利用することになります。このとき効き
目の位置とアンカーの位置は同じ直線上になりませんので顔向けを上下左右移動して
いることになりずれが出ることとピンの真上に弦サイトを載せるとゴールドが見にくくなる
事などありますから各人が安定して固定できる顔向けとあわせやすい弦サイトの位置を
探ることになります。左右の微調整はサイトピンの出し入れで替えられますから・・・・
結論から言えば顔向けやアンカー位置が安定していないと弦サイトは意味のないもの
になります。 ですから弦サイトは発射角〈左右〉の精度を上げるための考え方の一つで
顔向けが安定していないと精度が出ませんよ？
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情報 さて質問ですが、現在インドアの１８ｍでサイトエクステン
ションを一杯に出しても、１番上まで来てしまい、その状態で
６時の黄色と赤の境目を狙っています。レールを上げればよ
いのですが、垂直を出すのに自信がないのでやりたくありま
せん。でサイトリングの中のピンを抜いて、リングの上に何か
光るものをつけるとか、リングの１２時に印をつけるというの
はルール上問題ないでしょうか？教えてください。

いくつかの要素がありますので気になるところから・・
1.１８ｍでサイトエクステンションを一杯に出しても、１番上まで来てしまい、その状態で
６時の黄色と赤の境目を狙っています。 サイトピンをサイトバーの上で上下するというこ
とは矢の発射角度を変更することですから、エクステンションバーは出しているほど上
下に対する移動量の角度変化は小さくなります。
2.レールを上げればよいのですが、垂直を出すのに自信がないのでやりたくありませ
ん。 　　私は左右の角度を変えるためにサイトバーとエクステンションバーの間にアルミ
板で調整用具を挟んだことがあります。具体的には工夫のページに蛍光ファーバーを
使った関係で参考写真があります。参考のように作ると上下の位置を変更することが出
来ます。通常サイトバーは上下10ｍｍ程度変更できるような穴はあいていませんか？
昔のＫサイトはありましたが・・
3.サイトリングの中のピンを抜いて、リングの上に何か光るものをつけるとか、リングの１
２時に印をつけるというのはルール上問題ないでしょうか？ 　サイトピンが輪である場
合はそれ以外の照準点は同心円上になければ複数の照準点とルール上問題が出るこ
とが考えられます。
結論としては照準点が10ｍｍ程度上に変更できればいいわけですから
1.サイトバーを上に動かす　ずらす工夫か改造が必要
2.サイトピンを曲げても上に変更する　長いピンがありますからそれから加工
3.発射角度が上がれば良いのでノッキングポイントを上げてみる　もちろん範囲はあり
ますが。。。
4.その他
どの方向性でいきますか？
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情報 　内容ですが５０ｍの場合５～６点のところに当たります。左
右のバラツキはあまりなくだいたい赤以内に収まる程度で
す。時々７、８点に当たりますが、６本中ほとんどそんな感じ
です。 変化は徐々に変わり急に下がるという事はありませ
ん。それとポンドと矢ですが３１ポンドのカーボン矢です。原
因はいろいろ考えているのですが思い当たるふしがありま
せん。疲れていてもいつもと同じように射っていると自分では
思っているのですが･･･。　ご助言お願いします。
以前このような事はあまりなかったのですがアンカーの位置
を変えてからよく矢が下に当たるようになりました。

アンカーを変更してからという点と徐々にグルーピング傾向が下がることを考えると、
1.アンカーの位置が前後する　特に前側に移動　（クリッカーを付けていない場合顕著）
2.リリースの時、指の使いかたが同時に開きから薬指側が残るような傾向
3.疲れてきて筋力が低下して肩が詰まり気味になる
4.顔向けが疲れてくると変わってくる
5.リムやストリングの劣化も考えられますが現時点は置いておきましょう
6.その他　何か思いつく点はありませんか？
真正面から少し右側にアンカー位置を動かすとすると少しサイドアンカー気味になりま
すから顎の下の位置を探るような格好になっていませんか？もちろん引き尺を伸ばして
はいませんよね？ 50ｍでの６点に下がる原因はちょっとしたことです　疲れてくるまで
の練習は６射練習として１５０本以上行っていますか？それとも顕著に出てくるまでは
どのくらいの練習でしょうか？ やはり考えられるのは直前に変更したことに起因してい
ると考えるのが妥当ですが改善方向ならいかに習熟させていくかがポイントになりま
す。フォームを見ていただける方はいませんか？練習初めと終わりごろのフルドロー時
の写真やビデオなどがあれば何かつかめるかもしれません。 いろいろ考えて原因らし
きものが見えてくると対策が考えられます。自分の情報収集をがんばれー
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工夫 しんちゃん様の仰ったとおりアンカーの位置を変えてみたら
サイトに弦が載ることがなくなりました。現在しっくりくるアン
カー位置を探しているところです。 　実は皆さんにまた質問
があるのですが、私は疲れてくると矢が下に当たるように
なってしまいます。一体どうすれば良いでしょうか？ご助言
お願いします。

アンカーの位置が安定しにくかったらキッサーなどを利用するのも手です。
さて、”私は疲れてくると矢が下に当たるようになってしまいます”
まずこの状態の分析をしてから原因の絞込みをして対策を考えましょう。矢が下に刺さ
るということは矢から見れば発射速度が遅くなるか発射角度が下がるまたはその両方
ということです。選手のレベルで気になる下がる量は変わりますから、
程度の確認
1.確認している距離　例　50ｍとか・・
2.気になる下がる量　点数でもｃｍでも
3.変化　徐々にか急に変わるか
4.下がる変化が出る程度　６射で何本とか
参考に実質ポンドと矢の種類を教えてください 考えられる原因を列挙してみると
1.リリースが戻りぎみ
2.押し手が緩む
3.肩が詰まる
4.アンカー位置が変わる
５.その他
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情報 まったくの初心者ですが､ターゲットアーチェリーをやってみ
たいと思っています が、何からはじめてよいやらさっぱりわ
かりません （打ち方、道具のそろえ方など) 近くに射場はあ
るようですが､フラッと立ち寄ってもよいものですか? どなたか
アドバイスをいただけたらうれしいです ちなみに、東京､横浜
周辺（職場－自宅)で、中年おっさんの趣味の範囲です

わかる範囲で情報提供はします アーチェリーそのものをやったことがないならますはお
近くの射場などで情報を聞いたほうが良いと思います。 都内などでは各区のアーチェ
リー協会がそれなりの練習射場を決めて楽しんでいますので住んでいる所か勤務先に
近い射場の情報を集めましょう。 うちのサイトの中の情報かアーチェリーフォーラムが都
内なら情報は良いと思います。で実際に聞いてみると初心者を随時受け入れていると
ころや定期的に教室を設ける場合などありますから聞いてみてください。 まったくの初
心者でしたら良くわかる方に集中的に指導を受けながら体を作っていくのが近道だと思
います。 ほかに何か気になることがありましたら書き込んでおいてください。
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情報 即答ありがとうございます、合計得点の解釈が、各エンド事
の３本の合計と言う意見と、それまでの累計合計と言う意見
と、２通りあって、全日のやりかたは、どうですか、たびたび
すいませんがよろしくおねがいします、

全日関係の大会は基本的には協議規則に沿って行われるのがあたりまえですから大
会主催者側の理由によりそれを逸脱するならローカルルールとして事前に説明がなさ
れなければルール違反になります。 競技規則は過去の問題点などによって追加改定
されてきていますので何も指示がない場合は競技規則に従うということになります。記
載がない項目については協議・確認する必要はありますが・・・通常の大会ではめった
に遭遇しないと思います。競技規則に従わないということの内容のほうを問題視されて
みては・・・・ ＰＳ　マッチ戦の場合、各エンドの累積合計点を的前などに表示しますが
各エンドの合計点は表示しませんから観客側からみてまた選手側からみてもどちらが
先に行射を行うかはわかりますから試合進行からみても累積合計のほうが速やかだと
思いますよ。
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情報 個人のトーナメントの決勝の交互射ちは、３エンドからは、２
エンドの３本の合計の低い方が，先に撃つのか、１，２エンド
の６本の合計の低い方が、先に撃つのですか。誰か教えて
ください

競技規則３０８条　７項　（４）
交互射ちのマッチ戦では、予選ラウンドの上位者が、第1エンドの行射順を決定する。
次のエンド以降、合計得点の低い競技者が先に行射する。両者が同点の場合は第１
エンド先射ちの競技者が先に行射する。この順番はマッチ用時間管理装置により表示
される。 そのエンドまでの合計点が低い方が先ですね。
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情報 腰は、時々　中心あたりがいたくなります。
長い間弓を引けなかった後痛くなることが多いです。 でも、
このごろは沢山練習した後違和感があることもりますね。 小
学校のころはそんなことなかったんだけどな～ 老化したか
な・・・
めがねかけてます。 顎を引くとめがねを通してサイトがみえ
なくなっていました、 サイドアンカーを今センターに直してい
ます。でも、エイミング中にうごいちゃいますね・・

１．腰が痛くなる原因
　　アーチェリーもあまりバランスの良いスポーツではないので腹筋や背筋の強度に似
合う練習量や弓の強さバランスにより腰に負担がかかってきます。発生原因が絞りき
れませんが基本的には強さを落としても練習量を確保して筋トレをするのが近道ではな
いでしょうか？筋力は継続的に負荷を掛けていなければ低下するので練習量が少ない
場合よりダメージを受けやすくなります。実際の弓の強さや練習本数。時間など教えて
ください。
めがねかけてます。
顎を引くとめがねを通してサイトがみえなくなっていましたサイドアンカーを今センターに
直しています。 でも、エイミング中にうごいちゃいますね・・ １．めがねを掛けている場
合、的がはっきり見えないと問題外なのでまず方向性として、めがねで行くのかコンタ
クトでいくのか　 めがねの場合、大きさやタイプを選ばないと横目で見る形になるので
ふちの問題や視差の問題が出ます。コンタクトの場合は顔向けはやりやすくなりますが
ごみなどの問題点があります。どちらか固定して練習をする必要があります。アンカー
の位置については極力繰り返し再現性が良い場所を見つけて安定させなければばらつ
きが出ます。ドローイングをはじめる前に頭や顔向けを固定して行う方法もあります。 も
う少し具体的に行いたいこと・やりたいことを教えてくださいね。
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情報 腰が痛くなってしまいます。 腰をひねりすぎなのでしょう
か？
顔向けが直りません・・・ どうすればよいでしょうか？

実際の状態や程度などがわかりませんのでよろしかったらもう少し情報をくださいね。
１.腰が痛くなってしまいます。 腰をひねりすぎなのでしょうか？
　　1.練習をやり始めると痛みが出るのかある程度本数か時間をやると出るのかな？
　　2.練習をして痛みが出る場合、どの程度お休みすると落ち着きますか？
　　3.痛みが出始めたきっかけはありますか？弓のセットを重くしたとか練習量を上げた
など・・
　　4.フォームでは極端なことをしなければ影響は少ないと思いますが、基本的には腰
周りの筋肉を強化して行くしかないかな（腹筋や背筋など）
　　5.もっと具体的な痛みの部分があれば教えてください。
２.顔向けが直りません・・・ どうすればよいでしょうか？
　　1.現在の状況を把握できませんので、どのようにしたいということと現状の状態を教
えてください。めがねでもかけているのかな？
　　2.顔向けは効き目で弦サイトを通してサイトピンに対して照準できることが安定して
いるなら顔の向きなどは基準はないと思います
　　3.顔が安定しないのかエイミング中に動かしてしまうのか状態を教えてください。
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工夫 近射でクリッカーきれてもうたないようにすることが とりあえ
ずできるようになりました。 まだときどき切れたときぴくっと
なって戻ってしまいますが。 目を閉じたら切れてもほぼス
ムーズに伸びれてます。 まだ距離で同じことやるには抵抗
がありますが ぼちぼちやっていこうと思います。

クリッカーの効用はいくつかありますが、基本的には矢速を安定させるために引き尺を
一定条件でリリースできるようにするための用具ですからクリッカーが切れたあとに引
いているアンカー状態が安定していれば矢の速度は代わりません。実際数ミリ動いた
としても緩みとかなければそんな誤差にはならないと思います。 安定して引き戻しやク
リッカーのコントロール（切ったあと時間を置いて自分の意思手リリースする）ができるよ
うになれば距離を射ってばらつきが少ないことを経験しましょう。 実際長い距離をのび
のび練習するのがよいのですが・・・難しそうですね（環境的に）、矢のほうは衝撃に弱
いオールカーボンですからアルミ矢かACCの方が耐久性はありますね。新調する気に
なったら相談ください。選択はできます。
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工夫 他人のクリッカー音でうってしまったことはないですが、 それ
以外の１、３～５は経験したことあります。 今は実質32ポン
ド、矢はプロセレクト（オールカーボンシャフト）です。 スパイ
ンは32ポンドで合わせてます。 フィールドは年に1回する機
会があるのでやったんですが、 スルーしそうでこわくなって
あまりうてなかったです。。。とりあえずクリッカーをきってか
ら１，２秒してから射つ練習をして見ます。

クリッカーを切って数秒後にリリースを組み込んだり、場合によっては切ったあと引き戻
しをすることも組み込めたらもっとよいですがぼちぼちやって行きましょう。 自分の意志
でリリースを取り戻す練習です。ただドローイングからアンカーまでは同じようなタイミン
グで行うようにしてください。はじめは自分でリリースするしないを決めて引き起こしても
かまいません。
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情報 １．シングルはうったことがないです。ちょうどシングルをうつ
機会の直前でカーボンリムで ポンド負けしてひけなくなり、
カーボン矢にかえてまともにうてなくなってしまったので。。。
２．５０ｍまでです。
３．後方はたたみがあるので矢に対しては優しいです。
クリッカーをきって１，２秒後にうつのはなかなか慣れないと
大変そうです。 まずはポンドの低い弓で試して見ます。 今
日30ｍをうってみたんですが、やっぱりカウントのある残り15
秒で1本しかうてなかったです。 で、自分のことを考えると明
らかにセットアップする前からうてない、ひけない、のびれな
いと思っていました。 カウントされるとうたなければというふ
うに考えが切り替わるからあやしいながらもなんとかうてる
んだと思います。。。 例えるなら普通の平均台ならなんなく
渡れるのに高さが30ｍくらいある平均台だと足がすくんで1
歩も進めない、そんな感覚です。。。  30ｍの距離をうつとい
うことが自分の中ではそんなくらい恐怖を覚えることになって
るみたいです。。。 シューティングラインに立つだけで恐怖を
感じてしまいます。。

パニックはいろいろな症状があります　聞いたところ・・・
1.サイトピンがゴールドに付いたらリリースする　クリチョンパターン
2.クリッカー音がするとリリースする　他人のものでも
3.アンカーに入れようとするとリリースする
4.クリッカーが切れない
5.クリッカーが切れた瞬間緩む
6.その他
長い間トラブルを抱えていますので考え方の変更やそれに即した練習をしてみないと改
善できるかどうか難しいですがまあ気長に弓と付き合ってみましょうか？弓は友達な
ら・・・ 前に話したクリッカーを切って時間を置いてリリースするのは２のパターンになら
ないための一つであまりにもクリッカーに頼ってリリースタイミングを取ると発生しやすい
と考えます。クリッカーを切った状態でホールドしていても矢先は殆んど変化しませんか
ら、現実のその習慣に緩む方が悪いです。フォームチェックやフォロースーが十分に
取ってあるかわかりませんが矢を取って番えてフォロースルーまでがどんな感じでしょ
う。特にドローイングからリリースまでが長いとか？？ リリースの練習はあまりコストを
掛けないならストレッチバンドなど利用したり余裕があればエアーボウなど使うのも良い
方法です。矢は壊れませんし・・・　体と頭にプログラム変更です。 症状にもよりますが
大手術？するなら３０ｍの壁でうろうろするのではなく
1.ロングをのびのびする　シングルでは30ｍは最短ですから70や90ｍを射って見る　現
状のセットはわかりませんが　実施何ポンドでＡＣＥ？
2.フィールドのように10ｍから60ｍ（ＲＣ）などもあまり強い弓を要求しないので楽しめ
る。
3.クリッカーのない方向　ＢＢやＣＰなど
　ただ、いまはクリッカーがないとリリースできないでしょうから置いておきましょう。 時
間の問題は有名どこでも持っている方はいます残り１－２秒まで持っていて１５秒前で
２本はざら、但しうちのこしは殆んどしませんが・・追い込まないとリリースできない方は
います。但し点数に固執しなければさっさと撃っています。 長年温めていますのでじっく
り自己分析して個々に対応した内容から攻めて見ましょう。
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情報 きっかけは以下にあげてもらったとおりです。
1.近射から少しずつ離して見る　まずは5ｍだけ
2.近射でも安全に前側が確保できているならセットアップか
らリリースまで目をつむってリリースしてみる　安全にできる
ことが前提
↑については何回か試しました。やっぱり、２８ｍくらいまで
はさがれるんですが、30ｍになったとたん動かなくなりま
す。。。
完全に特別視しすぎていることはわかるんですが。。。
クリッカー音がないとうてないです。 無視してクリチョンし続
けるとすぐ早気が再発します。 現状32ポンドです。 近射なら
200本くらいうてます。 クラブには１５～３０ポンドの弓があり
ます。 ただ、プランジャー、サイト、クリッカーはつけれませ
ん。 １本だけ２２ポンドくらいでクリッカーがつけられるものが
あったので ためしにそれで30ｍをうってみたのですが、 そ
の軽さでもやっぱり体が止まってしまいました。 残り１ｍｍ
できれいにいつもとまります。 クリッカーを前に出したらそれ
に合わせて残り１ｍｍでとまります。 いらなくなったアルミ矢
を借りてこれならいくらでも 壊し放題だからとやってみたんで
すが、やっぱりうてなかったです。 距離をうつこと自体に完
全にビビッてしまっているみたいです。。。

症状から現実的には基本的な早気　この場合クリッカーが切れないとリリースできない
またはリリースが怖いということを改善しなければ面白くないでしょう。
1.ちなみにシングルの大会や点取りはしたことないかな？
2.学校の練習場は最長何ｍまで練習できますか？
3.的の後方は矢に対してやさしいですか？
まず近射練習でクリッカーを切って１―２秒後にりりーすすることの練習が割り込ませら
れますか？自分の意志でリリースタイミングを取り戻す作業です。早気たくなかったの
で自分はそれを初期段階から組み込んでいました。そのため今ではＢＢでフィールドに
出ています。 こつこつ・・・・ もちろん弱い弓でかまいません　感覚が大切です。
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情報 ターゲットパニック
１．カーボン矢をコンクリートにぶつけました。
２．ポンドを落とす、サイトのエクステをひっこめる、リングサイ
トにしてしまう、安い矢に変えるなどいろいろしましたが、改
善しませんでした。
３．はい、クリッカーなしだとそのうちアンカーに入れられなく
なります。
４．大学生です。
５．一応の引退はリーグが終わるまでです。そのあとも、3回
生以下に迷惑をかけない程度なら練習できそうです。
今年から研究室生活が始まりましたが比較的時間に厳しく
ないのでしばらくは午前中練習できそうです。 午前中は自
主練習の時間で比較的人も少ないので邪魔にならなさそう
です。 筋力は今のポンドだと問題ないです。完全に精神的
な問題だと認識しています。 1年前、カーボンリムに変えた
ときも少し重いポンドのものを買ってしまい、 ポンドに負けて
ビビッてしまい、打てなくなった時期がありました。 それはな
んとかうてる状態までいけたのですが、 その状態でカーボン
矢にかえてうったので、 ポンドに負けて無理やり打って失射
して距離をうつ行為自体に 恐怖を覚えてしまいました。
点数があがってきたころにそういういろんな問題にぶつかっ
て不完全燃焼です。 やっぱり６００アップはしたいし、１年間
こんな状態でも弓を投げ出さず、近射でもし続けたのでアー
チェリーは好きなんだと思います。 距離がまともにうてない
状態では公共のレンジで練習しにくいでしょうし。。 アーチェ
リーともっと付き合っていくために今、なんとかしたいです。
ちなみに自己新は50ｍ271、30ｍ321（2回生6月ごろ）で
す。

アーチェリーが好きで社会人になってもやってみようかなというスタンスなら・・・では
メンタルな点が大きいのでまずは考え方の方針
1.矢は消耗品です。ＡＣＥなど高めの矢でも難いところにミスすれば破損します。学生さ
んなら年に１－２ダースは壊れていなくても消耗しますし、うまくなっても矢同士が干渉
しても破損します、所詮消耗品です。
まず現実の状況とトラウマを克服しなければ思うようにはなりにくいでしょう。自己分析
してみましょう！！
状況からパニックになりやすいとしても、原因というかきっかけは
Ａ.体力に合わないポンドアップ
　　団体で活動していると回りの方が早めにポンドアップや弓の新調をすると焦り気味
で背伸びをしやすくなると思います。十分な準備ができていない状態でポンドアップする
と問題が発生しやすいです。所詮アーチェリーは個人競技ですから自分のタイミングで
考えなければいけません。もちろん目的としている大会がそれなりの強さを要求するな
ら十分時間を掛けて準備をしましょう。
Ｂ.扱いにくい矢（高級感？）に対する恐怖感など
　　実際アルミ矢からはじめたとしてフォームや引き尺など十分安定していない状態でＡ
ＣＥなど軽い矢を使うと得点は下がります。矢速は上がるかもしてませんがその分リ
リースやフォローするなど影響が出やすくミスをすればアルミ矢より荒れるのが普通で
す。発射精度が要求されるので注意が必要です。
Ｃ.矢の破損などの失敗に対する自信喪失
　　リリースミスや緩みなどで失速やぶれなどにより的に載らない場合後方の矢に対す
る保護が十分でない場合簡単に破損します。
　　1.外れた場合矢に負担を掛けないように畳や緩衝材を置く
　　2.安定するまで距離を伸ばさない　伸ばす場合5ｍ単位で
　　3.50ｍ程度までなら十分アルミ矢でも勝負できますからカーボン矢は置いておく
　　4.その他

25

Ｄ.その他　考えられることがあれば・・・
現状では発生しているトラウマを軽減するには
1.近射から少しずつ離して見る　まずは5ｍだけ
2.近射でも安全に前側が確保できているならセットアップからリリースまで目をつむって
リリースしてみる　安全にできることが前提
3.現実クリッカーがなければ引き尺が安定してリリースできないのかクリッカー音がしな
ければリリースできないのかわかりませんがフォームが安定して十分な筋力があれば
引き尺はほぼ安定すると思いますが・・・
4.現状何ポンドかわかりませんがクリッカーを付けて３―６本行射タイミングで毎日　何
本練習できますか？２００？３００本
5.クラブに２０―３０ポンドの軽い弓はありませんか？
6.その他気になること
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今日の練習時　リムの動きを見てもらいました音は、上から
聞こえるので、アッパーリムだけ見てもらいましたその前に、
リムの取り付け方　リムに変な傷が無いか確認しましたが、
異常はないと判断しました  リムの動きを見てもらった結果
リム先端がドローすると、右の方に向く感じがするとのことで
す 私の引き方が少し弧を描いてアンカーに入れるので そう
見えたのかもしれまん 弓は　ハンドル　ネクサス　リム
ボーダーです

リムの取り付け部の反対側の先端近くなら実質ポンドやティラーハイトの変化がなけれ
ばしばらく使ってみますか？それとも気になるなら買ったショップに問い合わせて見て
はいかがでしょう！！ 最悪リムの積層部分のトラブルの走りかもしれません。安心安
全のために・・・・
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情報 はじめまして。
今、ターゲットパニックで困ってます。 1年前、アルミ矢から
カーボン矢に変えたとき 2，3回失射してびびってしまいぜん
ぜん距離がうてなくなってしまいました。自分の中で1本
5000円もするものをこわせないという強迫観念を持ってし
まって うてなくなってしまったのです。 それで、安い矢に変
えてみたのですが 距離をうつこと自体がこわくなってしまっ
ていて まったく伸びれずクリッカーが切れなくうてなくなりま
した。
短い距離から徐々に下がってうってみたんですが、 ２８ｍく
らいまではいけるんですが、30ｍになった瞬間 体が硬直し
てぜんぜん力が入らなくなってしまいます。 もう曲がってい
て使い物にならないような矢ならうてるかなと 試してみまし
たがやっぱりうてませんでした。もともと早気だったので、ク
リッカーなしでうってみると すぐにひどいことになってしまい
ます。 10秒前くらいからカウントしてもらうとなんとか数射は
うてるんですが、そのうちびびってきてそれでもうてなくなり
ます。 こんな状態がもう1年以上続いてあと少しで部活動も
引退です。
今の状態は、
１．距離（５０ｍ、３０ｍ、的なし含む）になると体が不思議な
くらい硬直してまったく伸びれずクリッカーが切れない。
２．いかなる矢をつかってもきれない。
３．ポンドは37→32ポンドまでさげた。
４．近射だと普通にバシバシうてる。
なにかアドバイスをいただけたらと思います。。。

まず情報を整理してみましょう
1.きっかけはカーボン矢の失射　矢を破損したのかな？
2.現時点１年間改善が見られない
3.もともとクリッカーが無いとリリースできない
4.たぶん期間から見て高校生
5.引退まで数ヶ月と思われる
たぶん現状から状況を考えると短期間では弓をまともには使えないと思います。以下の
方向性を選択してみましょう
Ａ.アーチェリーを今後も大学生や社会人になっても続けたい
Ｂ.弓の種類（ＲＣやＣＰなど）やアーチェリーのほかの競技（フィールドなど）を考えてみ
る
Ｃ.練習に十分な時間を取ることができる。
Ｄ.その他
現状ではトラウマになっている状況を克服回避する作業を行っていないので現状の程
度しかわかりません。もっと早くから情報があればよかったとは思いますがアーチェリー
が好きなら前向きに考えてみますか？ 筋力低下がないなら基本的には精神的な問題
です、これには十分な期間と練習を考えなければ難しいでしょうから特効薬はありませ
ん。 まずはあなたの考えを聞きたいと思います。
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情報 最近、引き戻し時に、リムあたりから　「ピッキッ」っていう 音
がするようになりました。 自分では、ストリングが、リムの溝
に戻るときに発する音だと 思います。
引き方が、悪いのでしょうか リムが捩れてきたのでしょうか
または　ほかに原因があるのでしょうか

引き戻しの時の音と言うことですが、ほかの人から見てもらってリムのどの変化わかり
ませんか？上下端のストリング溝に入るときも考えられますがハンドルとの干渉ですっ
ているかもしれません。それ以外だったら気になるなら購入先に問い合わせて見るのも
いいかもしれません。同じタイプの関係で情報が入っているかもしれません。 リムとハ
ンドルは同じメーカの対応として考えますが、メーカーが異なる場合もう少し注意深く見
ておく必要があります。 リムのねじれ程度やリムの挿入部分から干渉しそうなところの
スリ跡など見つかりませんか？ 同じ経験を持っている方もいるかもしれませんからハン
ドルトリムの型式を公開してみます！！？
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情報 いろいろ足らない部分があり、失礼しました。
出た大会は、人数が少なく各間隔は3ｍほどありました。 小
規模なので、ゼッケンもなし その中で大体、番号札を垂直
に線を降ろしたとして、そこから右に0.8～1ｍぐらいでした。
（これでわかりますか？） ちなみに、指摘してきたのは同じ
タチで打っていた選手（自分よりかなり年上）で、審判資格を
持っていて、たまに、県大会の審判長をやっていたりする人
です。（しかし県大会などで、ルール説明など、適当なことを
言って混乱を招く人と知られている。） ちなみに、指摘された
あと、大会委員長に札を動かしてもらえるように言ったので
すが、先ほど言った選手に拒否されました。 そんなところで
しょうか。不足あれば、また書きます。

いくつかの問題点と疑問点があるようですね、私なりの考え方であり絶対ではありませ
んが参考になれば・・・
１．一番の問題点は的のレーンの中で２名が行射した時の的版の位置と選手の立ち居
の問題点でしょうか？
　　レーン幅の中で選手が確保している均等な幅の中の中央付近で行射しているのが
普通だと思います。的板が中央でなかったのかレーン幅が確保できなかったのかとい
うことでしょうか？
２．選手で出場している場合、審判資格は意味を持ちません、通常の選手として判断す
るだけで権限もありません。私も審判資格をもっていますが役員で大会に参加している
ときに必要であるだけで選手として参加している場合は疑義が発生した場合その大会
の役員の審判に従うだけです。
そこの中でやっていくなら前向きに改善できるように少しずつやっていくしかないですね
ローカル協会などではなかなか頑固な方がいるようですから若い人も一緒に問題点や
疑問点を改善していくような方策を考えなければいけないかな？ まだもう少し立ち位置
の問題点のニュアンスがつかんでいないかも、的板が中央になかったということなのか
な？まあ毎回同じ位置に立てば多少斜めでも距離はあまり誤差はないと思いますけ
ど・・・・ どちらが大きな問題点なのでしょうか？立ち位置または設営、隣の選手の横暴
？
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情報 この前の試合のことです。
フリーの練習中のとき、立ち位置がおかしいと次のような注
意をされました。しかし、そのようなルールをはじめて聞きま
した。しかも今までそのような注意を受けたことがありませ
ん。
1・自分の打つ番号の札(地面においてある札?)の左右近く
に立たなくてはならない。
2・札は大会委員長が決定したものなので動かしてはいけな
い。(動かすときは大会委員長の許可がいる)
3・破った場合は失格
しかし今までこのような注意受けたことありません。本当な
んでしょうか?　　　長文すいません。

たぶん、アウトドアとしてみると
競技規則２０１条　７項
各標的に対応するシューティングライン上に印がつけられ、標的番号に対応した番号板
をシューティングライン前方1-2ｍの間に設置する。 ２名またはそれ以上の競技者が同
じ的を同時に行射する場合は、シューティングライン上に行射する位置の印が付けら
れ、１競技者について最低８０センチの間隔が確保されなければならない、なお車椅子
競技者の参加がある場合、要望があればその間隔を考慮しなければならない。
さて、注意されたのはたぶん審判の方からだとして考えて見ましょう。
はっきりとしてわからない点があります、注意された状況がわからないのです、一人当
たり80ｃｍ程度の幅がありますからその中の中央くらいで使っていたのですか？極端に
前後の寄っていたりしていたのでは？ また通常考えられる範囲で均等に置かれている
的番など動かす必要はないと思いますが何か不都合があったのでしょうか？まあ器具
的番など勝手に移動されては困りますが何か設置位置でも問題があったのですが？
それなら審判に言って移動してもらえばいいだけです。ゼッケンなどつけていればどの
的番で行射かはわかると思いますが・・・ なんでもかんでも失格ということはありません
が、ローカルルールとしても話し合いで何とかなりませんかねえ。 競技規則は選手が
公平に速やかに大会運営が行えるように定められている内容で通常のモラルの範疇で
の内容まで記載されていません。失格とか出るのは得点の記載などに関して過大申告
した場合などあることはありますが。。。。 表現が違うところがあればもう少し詳しく教え
てください。一緒に考えてみましょう。
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用具 ヤフオクでアーチェリーを買いました。よく考えたら、体力、体
形に合ったアーチェリーを選ぶ必要があったのでは、、、
私は55歳、身長180体力には自信があります。
ヤマハアーチェリー、ハンドル：４０
リム：ＳＨ６６　３６＃ 　　　ＬＨ６８　３５＃　です。
私に適してるでしょうか。 組み立て方も分りません・・・。 ハ
ンドルとリムは無理やり差し込んでも大丈夫ですか？ 弦は
どうやって付けるのでしょうか？ なんせ見るのも触るのも初
めてなもので、、、、 すみませんが・・・教えて下さい。

アーチェリーに興味をお持ちになられたのは良かったのですが、いくつか問題点などが
あります。
1.アーチェリーは用具を使う競技なので取り扱い方や体格体力に合わせた用具の設定
が必要です。
　　体格や体力に合わせて弓の大きさや強さを選定、それに伴いストリングの設定から
それらにあわせた矢の設定これらをチューニング作業といいます。
2.用具の取り扱い方や練習方法など
　　まったくの経験がないならお近くの射場、練習場またはアーチェリー協会、クラブな
どの情報を入手して見ませんか？初心者教室から誘導してくれるところも多いと思いま
す。
3.安全な弓
　弓は安全に組み立てられた状態で使用しなければ使用している貴方も回りの方も危
険になります。また弓はそれら以外にも補助用具が必要ですから経験者の情報も必要
です
4.ヤマハの弓の件
　　現時点このメーカーは撤退していますのでトラブルがあっても交換購入もできません
から。。。
5.弓の情報
　　書かれている内容から全てはわかりませんがリムの強さは中級クラスの強さですが
ハンドルがロングでないと小さ目かもわかりません。正確には判断できませんけど。ど
ちらにしても初心者状態ではじめる強さではありません。
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用具 後ほど写真を送りますので、一度御覧頂けますか？ やはり直接ストリングに当てるタイプの振動吸収は耐久性が一番心配なところです。性
能が満足できるなら使い方の問題ですね。
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用具 ＣＰボウのグリップの下側にハンドルから手前に出てるカー
ボン棒の先にゴムが付いていて、それがリリース時の弦音
を消す役目をしている器具があります。主にハンティング用
として付けられている器具らしいのです。多くの人はその器
具をハンドルを痛めるからと外して使っていますが、僕を含め
その器具を付けて使っている人も多少います。僕は一度外
して射ってみた事がありますが、感覚として付けている方が
好きです。弦音が静かな方が良いですし、リリース時に変な
震動が押し手に伝わって来るのが嫌です。またその器具を
付けていると、弦がその器具の先に付いているゴムに当た
る時にハンドルを押す為、矢が上に行き易いとも聞きまし
た。実際にハンドルが下から上に押される感覚は確かにあ
ります。

CPはメーカーも多く、いろいろ改良されるために色々な付属品が開発されます。実際は
弓の型式と写真を見てみたいと思いますが、よろしければメール添付でも送ってみてく
ださい。
さて、メーカーの考え方は構造を見てみないと判断しにくいですが、リリースされたスト
リングを静かにさせる部品は色々ありますね、ただし、振動しているストリングに干渉さ
せるもの（今のものケーブルガードやカム部分など）やストリング自身につけるもの（ス
パイダーみたいなもの）、弓全体の振動にはここに色々用具がありますね。 実際は
使ってみて使う人の感性と用具の信頼性と耐久性で選択するべきでしょう。ある改善点
を考えるとそれに伴う不都合店も発生します。 今回の場合、弦音を下げるためとしてス
トリングに干渉させるゴム部品がハンドルのローリングを発生させるなど・・・・・ 私はCP
は使っていませんが、ゴムがストリングに干渉させるタイプのものはカムなどにつけてい
る機種を見たことがありますが、競技で使用するほど耐久性が無いようで、すぐに破損
するなどして取り外していましたね。ですから信頼性なども重要なポイントです。狩の弓
は練習も実際も本数は少ないですからね、耐久性も安定性そんなに考えてないと考え
ると競技の年間練習の本数を耐えるとは考えにくいのであまり使いたくないですね。よ
ほど効果があるなら十分な予備部品覚悟でいかがでしょう
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情報 こんばんわ。私は中学を卒業して高校でアーチェリー部に入
ろうとおもっています、アーチェリーのことは全くわからない
のですが、アーチェリーの練習とはどんなものですか？ ひた
すら矢を打ち続けるのですか?それとも筋トレや走ったりして
体力をつけたりするのですか？

高校生からアーチェリーですか　いいですねえ～ アーチェリーのだいたいイメージはここ
のＱ＆Ａで見ていただくとして理解できるものだけでも見ておいてくださいね。 さて、
まったくアーチェリーの経験がないなら・・・
1.十分な強さの弓は最初から引けませんし引いた強さで矢を飛ばすのでそれなりの強
さの弓を扱えるまで基礎訓練から筋トレなど始まります。
2.高校生では１年生の後半で70ｍの競技ができるように徐々にパワーアップを計りま
す。
3.最初の数ヶ月は基礎訓練　足腰は発射する時の土台ですからその訓練も重要です。
4.弓を引く水平に引き込む筋力は通常の生活では使わない方向なので弱い弓を使った
りゴム引きなどで徐々に付けていきます。筋力アップは強さより弱くても回数とタイミン
グで早くアップできる可能性がありますが本人の努力と多少の環境整備が必要です。
5.先輩が使っている程度の弓を引けいることと本数を発射できること　正確に繰り返し
発射できる体力精神力や技術を少しずつ身につけていきます。
6.練習時間が限られている場合は弓を発射できるようになっては準備体操やストレッチ
の後、目的に合った弓を使った練習をして、残りで不足している基礎体力や筋力のト
レーニングやランニングをやるのが良いでしょう。まあクラブですからそれなりの考えが
あると思いますから・・
7.練習や用具などわからないことがあったら書き込んでおいてくださいね。説明できるこ
とは・・・・
ＰＳ．早く上達したい向上心があれば自宅に帰ってでも練習（弓矢を使うのは無理でしょ
うから）イメージや基礎体力などもタイミングよくやると効果的です。 やり始めたら維持を
するのではなくアップ　向上していくことを考えましょう。但し無理はいけません　筋肉や
筋を痛めたり悪いフォームをつけることは時間の無駄使いになりますから・・・

35

用具 グリップについて やはり、色々と試してみる必要がありそう
です。 僕も色々と調べてみたのですが、その中に｢ハイグ
リップ｣と｢ロウグリップ｣という言葉が出てきました。この場合
は、盛ったグリップがハイグリップで、削ったグリップがロウ
グリップで良いのでしょうか？

グリップはＲＣメーカーでは基本で標準はミディアムかミディアムロウのものが付属品で
ついていますが別売品でロウやハイが売っていました。（ヤマハなど）ただし、現在は全
てのメーカーで準備しているとは確認していません。 参考に技術のページのグリップ考
に参考写真を載せてみました。ミディアムを削ってロウにはできません。形状上無理が
ありました。多く選手は標準の付属品をいくらか変更して変化を確認します。形状の変
化は表面の粗さや左右上下幅およびカーブなど３次元的に変化できますからこれが正
解というものは自分で判断するしかありません。 お試しならグリップ表面にコルクテープ
などを少し張ってみるだけでも変化を楽しめます。
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用具 現在大学でアーチェリーをやっています。 グリップを盛ったり
削ったりしている方をよく見かけるのですが、そのメリット・デ
メリットがよくわかりません。 また、どのような人が盛ったり
削ったりすれば良いのでしょうか？ もしよろしければ教えて
ください＾＾；

フルドロー時にハンドルと人間が接触しているのはグリップということになります。そのと
き手首の角度や手のひらのどの部分をピボットポイントに当てるかということでしっくりな
るように形や角度など変えます。もちろん標準のグリップでもロー、ハイ、ミディアムなど
メーカーによっては準備されています。それ以外や微妙な部分でパテ盛や削りなど行
います。標準のグリップのままでも問題がなければ形状変更は不要ですが角度や形状
が少しでも変わると結構良し悪しが出ますので予備のグリップを準備して変化を見てみ
るのも面白いと思いますよ。 予備のグリップを準備していればいつでも元に戻せますか
らデメリットはないと思いますが、メリットとしてはぶれがなくなる、クリッカーが切れやす
くなる、ピボットがはっきりするなど効果が出ることもあります。自分の感覚を信じて触っ
て見てはいかがでしょう？
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トレー
ニング

弓を引くときの呼吸って　どうしたらいいのででょうか 今は、
セットの時に息を吐き　肩を決め　ドローで吸い アンカーエイ
ミングで、止めています。 昔は、セットからアンカーエイミン
グまで、息をすこしづつ吐いてました どうすれば　いいので
しょうか？

筋力を使って酸素を使用しますのでドローイングまでは普通に呼吸をしていますが、エ
イミングからリリース、フォロースルーまではゆっくり少しずつ吐いています。決して止め
てはいないです。その方がぶれが少ないと聞いたことがあります。和弓の達人の話で
は・・・ 新しい酸素を肺でもらって心臓で加圧して末梢部分に供給される循環時間はお
よそ１分ですから行射中もうまく時間を利用して筋力を維持しましょう。酸欠になるような
呼吸方法は良くないと思います。１００ｍダッシュではないのですから・・・
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用具 以前質問した者なのですが、やはりネクサスとマスターズで
迷ってしまいます。何かそれぞれの特徴やオススメのほうが
あれば教えてください。

結論　自分が気に入った方を選んでください。デザインでも見た目でもＰＲポイントでもか
まいません。他人が言ったことではなく自分が判断して購入してください、長く付き合う
ためにも。もちろん現物を触って判断しているものとします。実際はじめて購入する本格
的なものの場合、実質ポンドや弓の大きななど貴方に合わせるもっと重要なポイントが
ありますからその点をクリアするなら気に入ったものが良いです。 リムはさし当たってレ
ベルダウンしてポンドを下げているのかな？それなら最終状態のリム選択のことまで考
えてメーカを決めてください。現実ハンドルよりリムの性能の変化の方が大きいですか
ら・・・ポケットのタイプが同じだからといってメーカーが異なるのは最終段階ではやめた
方が良いです、リムの性能を発揮できない場合があります。 ほぼ同じようなタイプのハ
ンドルですから特に大きな違いはないでしょう、多少あったとしてもさし当たって現実問
題になるとはないとおもいますが・・・総合特性としてはスタビライザーやウエイトおよび
リムセーバーなどを装着するなら殆んど差は無いと思っても良いでしょう。
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用具 わたしは、どうも形から入るタイプです・・・
中古のアーチェリーセットを買ってしまいました。
ヤマハアチェリー　EOLLA
ハンドルは、60ｃｍ （Ｓ）とシールが貼ってあります。
リムは、SH66　36＃ 　　　　LH68　35＃
全体の長さ約160cm
私の身長は、180cm
私に私に適しているでしょうか、？

アーチェリーをはじめてみようと思われるならお近くの射場かアーチェリー協会に尋ねて
みてはいかがでしょう？アーチェリーは段階的にレベルアップをしながら自分にあった用
具を合わせていきますので最初から最終段階の弓を購入することはありません。
問題点1　多分この弓は最終段階で考えると女性が使う強さとサイズのような気がしま
す。貴方の身長というかリーチではハンドルショートでは短いと思われます。
問題点２　このメーカーは現在撤退していますので新しく自分に合うものを購入すること
はできません。ハンドルだけ購入とか・・
問題点３　初心者で購入する強さではありません　男性か女性かわかりませんが毎日
何時間も練習して数ヵ月後に考える強さです。
問題点４　ハンドルとリム以外の付属品や矢についてはわかりませんが全て使用する
本人にあわせて製作したり購入するものです。段階的にも順次購入していくものもあり
ますが特に矢はチューニングと言う作業をして製作します。
問題点５　アーチェリーは決められた安全を確保できる射場でなければ練習も大会もで
きません。
問題点６　用具を使用する競技なので取り扱い方や使用方法が習得できないと安全に
練習もできません。お近くのショップか射場などで情報を収集しましょう。できれば初心
者教室などからステップアップしてください。自分の弓を購入判断するのは目的とする
競技を決めてある程度弓に慣れてきてレベルが上がってきた時点（数ヵ月後）で通常考
えます。
まずはその弓は置いておいてアーチェリーをやっている仲間を探しましょう。
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用具 こんにちは。フェザーについてなのですが、形や大きさに何
か規定はあるのでしょうか？長さ何cm以上とか面積何cm^2
以内といった様、決められているのでしょうか。教えてくださ
い。

規定上制約はありませんが・・・・ 矢の羽根（フェザー、ベイン、etc）について
・目的　矢の直進性を出すために矢の後方に取り付けて矢の速度と空気抵抗で方向修
正とピッチを与えて回転させることも利用します。
・制約　効果を上げるためには大きな羽根や広い面積やピッチをつけると効果が上がり
ます。
・制約２　大きな空気抵抗を使うと矢の速度が低下しますから遠くの的を狙うためには
バランスが必要です。
・制約３　シャフトの直径と羽根の大きさ（直径方向）は大きくなると弓のハンドルに対し
て干渉しないように射出しなければ矢の発射精度が悪くなりますから制約が出ます。
・制約４　枚数は規定はありませんが多くなると重くもなりますから矢の発射速度を低
下させることにもなります。
で、通常枚数で３－４枚、長さも1.3/4インチ程度のフィルムやプラスチック、合成ゴムな
ど　インドア用の太いシャフトではパラドックスの関係で大きかったり長いものや合成鳥
はねなども使用もしますがハンドルに干渉しないように注意します。安全性・安定性が
確保できれば材質や形状はどんなものでもかまいませんが同時に使う矢に使用するも
のは同じように製作しなければいけません。色も形も枚数もそろえます。
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用具 もう一つ質問があるんですけど、WIN＆WINのPRO
ACCENTは性能的にはどうなんでしょうか？

カーボンのハイブリッド形態ですから全体重量は軽くなりますからさし当たって持ち上げ
る筋力が少ない女性などはメリットがある可能性はありますが慣性モーメントを考えると
重量があるほうが安定する効果もありますから一概に言えません。実際使用したことは
ありませんからあまり具体的なことは評価できませんが、特徴を必要とする事がなけれ
ば標準的なタイプの方が扱いやすいかもしれません。特徴があるということはその分く
せがあるということで、初めてでしたら特に。。。 経験や問題点をもっていなければどん
な弓でもあまり関係ないからです。一つ前のカーボンハンドルタイプを使っていた方も小
中学生で筋力がないから選択したということで特に的中性などを要望したものではな
かったようです。
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情報 僕はアーチェリー部に先月入部しまして、新しくハンドルを買
おうと思っています。それで、HOYTのネクサスを買うか、サ
ミックのニューマスターズを買うか、WIN＆WINのPRO
ACCENTを買うか迷っています。自分ではどれが性能が良
いのかわからないのでこの３つの中でどれがいいのか教え
てください！

どれもいいハンドルですね、いくつか特徴はありますがそれが将来的にマッチするか分
からない部分がありますので、現時点では判断できません。ただ、ポンドアップ時点は
ともかく最終的にはハンドルと同じ純正のリムを使用された方が性能の確保のためにも
いいので、リムと合わせたデザインや特徴で選択してみてはいかがでしょう。ある部分
弓に合わせていく部分がありますから・・・ 身体的特徴で（たとえばパワーアップが難し
い、リーチが長い、など）がないなら予算的にあわせてみてもＯＫだと思います。どれも
性能的には十分発揮できるトップクラスの弓ですね。 気になる点があれば具体的に書
いてみましょう。よくわからない場合は色やデザインなど飽きがこないとかでもいいのか
もしれません。ただいえるのはよい結果を出すには人間側の性能を要求されるのはど
の弓でも同じです、安定性、耐久性は使用される環境にも影響されますし、耐久性など
は新しい弓ほど情報がありません。
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情報 「体の軸を変える」は1403の６行目に書いてありました。「押
し手だけで発射角度を変えるな」という表現だと解釈いいの
でしょうか？ それともう１つ質問したいのですが、クリッカー
を付けてない今のうちから練習で気をつけておくべきポイント
は何かありますか？

発射角度の件ですね　ここでいう体の軸とは距離が遠くなるほどまたは的の位置が上
側にあるほど（フィールドの場合）矢の発射角度を上げる必要がありますがこのばあい
身体を垂直にして腕だけ上げて調整するとまずいので基本的には30ｍを狙っているくら
いで腰の部分だけを曲げて角度を取る必要があります。そうしないと引き尺が短くなっ
てクリッカーが切れなくなったり矢どころが低くなる傾向が出ます。 ターゲットでも30ｍと
90ｍではかなり変わってきますね。ターゲットでもフィールドほどでもないにしろ考えて
おく必要があります。 クリッカーをつけるのは引き尺を安定させるためであまりにもリ
リースすることを頼ると一種のターゲットパニックになります。 現状ではあまり引き過ぎ
ないようにフォームチェックをしてもらいながら気持ちの良いアンカー位置を見つけましょ
う。
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トレー
ニング

クリッカーはまだ付けていません。（点数がある程度出ない
と付けさせてもらえないので）最近サイドロッドを付けるように
なったのですが、すぐに疲れてしまって練習は１回に５０射
程度しか出来ません。なので毎日５０×２の計１００射練習
しています。 今は３６ポンドの弓を使っているのですが、筋
力にあった弓の強さとはどうやって調べるのでしょうか？「体
の軸を変える」という意味もよく分かりません。教えてくださ
い。

まだ筋力増強中のような状態ですね。連続ではありませんが通常的を狙って２００射程
度練習できれば良いですがなかなか時間などの制約で難しいでしょう。弓を使わないと
きもトレーニングとして時間を有効に使う必要があるかもです。 通常フルドローで６０秒
程度維持できるとポンドアップするという判断もあります。大会時でもフルドローで１０-２
０秒を繰り返しますから十分にアップしていく必要があるでしょう。毎日でも１００射程度
こなすならある程度までは期待できますが、大会でも１５０射を行うのでその倍程度は
必要ではないかと思います。継続しないと筋力はアップしないので・・・ 「体の軸を変え
る」というのは標準的用語ではないので実際意味している内容がわかりません。具体
的な状態や形を教えてください。どのような状態のとき言われたのか何かおかしい動き
や形が合ったのでしょうか？どの様にしろといわれたのかわかりません？
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トレー
ニング

、いつも石のように固まってクリッカーを落とせません、教え
てください。

クリッカーは引き尺を矢を利用して固定するものですが以下の傾向があります。
1.繰り返し練習すると引く長さを体が覚えて切れる直前でスムースに移動できないこと
が在る。
2.疲れてくると筋力低下を含め十分引き込めなくなる。
3.設定で体力に対してあまり強い弓の場合余裕がなく切りにくくなる。
4.引き込み量が多目の場合はわずかな筋力低下でも影響が大きくなります。
5.その他
実際自分のもっている切れなくなる状況になる場合はどのようなときでしょうか？ター
ゲットパニックのような精神的な問題でなければ必要な調整やトレーニングおよび練習
で改善方法は見出せるとは思いますが・・・
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情報 ずばり、伸びてクリッカーをきる方法が良くわかりません。雑
誌などで押手を伸ばす引き手で切るなどとの表現がありま
すが、どこをどのように動かすのかわかりません、ドローイン
グしてきたのと同じ腕の筋肉をアンカーリングの後も同じよう
に動かすのか、それとも背中のほうの別の筋肉や肩甲骨の
あたりを動かすのかわかりません

リカーブの場合、フルドロー時の一番力を出しているときに狙いをつけることになります
が、この状態では押手側にはグリップを通じて力がかかり、もう一方の引き手側には反
対方向の力がかかっていることになります。クリッカーは引き尺を安定させて切るタイミ
ングを取る用具ですが繰り返して練習すると手前のところで感覚的に覚えて直前がわ
かるようになります。 さてもう少しを切るという動作を考えた場合書かれているポイント
にはすべて力がかかっていますですから自分でわかりやすいポイントでもう一伸びを感
じるというのも考え方ですがどれも完全では在りません。 もう一つの考え方で余裕の在
る引き尺の中でポイントを見出すことも選択肢に入れてみてはいかがでしょう。引き尺
が長いことを争っているのではなく安定したホールドできるポイントの直前でクリッカー
が切れるようにするのもいかがでしょう？ ただあまり強いポンドの場合で余裕がないと
面白くありませんね！
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情報 今年サークルでアーチェリーを始めた大学生です。 エイミン
グをする際にどうしてもサイトの位置がかなり下になってしま

い、ゴールドにサイトを合わせる為に下から上へと上げていく
途中で押し手の肩がつまったり、我慢しきれずにリリースし
てしまって、６時の方向の白か黒に当たってしまいます。（５
０ｍになると更にひどいことに...）ビデオで確認してみても矢
が下を向いているのが分かります。 何とかサイトを上から合
わせられるようになりたいのですが、どうすればいいのか教
えて下さい。

サイトを合わせる・・・・・距離によってサイトピンの位置を調整すること
サイトピンを固定する・・・ドローイングからリリースまでの間のサイトピンの合わせる位
置
まずはドローイングからアンカーに入って行くまででサイトピンが下側につくことは好まし
くありませんねえ、安定性や押手側に負担がかかります、基本は少し上から下げて行く
場合とドローイングからピンをゴールドにつけてクリッカーが切れるまで引き込んで行く
方法があります。 安定したフォームと筋力に合った弓の強さのバランスがよければどち
らかの方法に収束できませんか？フルドロー時（最大筋力使用時）に押して側の肩を動
かす作業は負担をかけます。もちろん距離が遠くなるほど矢の発射角度は大きくなるの
で傾向は顕著になります。
体の軸を変えなくて押し手だけで角度を変えていませんか？
筋力に合った弓の強さを使っていますか？
クリッカーが切れるときの実質ポンドは？
クリッカーが切れる位置で何秒間ホールドできますか？
練習量は１週間で何本くらいですか？
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用具 インアウトノックでサイトダウン
90ｍで５ｍｍくらいサイトダウンします｡ おっしゃる通り、イン
アウトノックを使うかぎり一定してます｡ 私が疑問に思うの
は、このノックを使うとサイトダウンが一般的に起こるかどう
かということです｡
１．ノックの太さは被せる分だけ太いですね｡
２．ノックのストリングへの差込が少し強い感じはします｡
ストランドは１６です｡ 他は何も変わっていません｡

傾向でいえば1,2とも発射角度や矢速からの影響ではサイトが下がることは考えられま
すが、この程度の影響では安定性や矢の保護のほうが重要ですから問題がないので
はないでしょうか？ どうしてもサイトを下げるのがいやならノッキングポイントを下げるこ
ともありです。どちらにしても矢の発射角度を変更することですが・・・
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用具 シャフトの損傷が頻発するため、効果を期待してノックをバイ
ターの インサートタイプからインアウトに変えたのですが、明
らかにサイトダウンします｡ 回りの人たちに聞いても、ノック
は関係ないよとの言｡ 何が原因なのかわかりませんか？

サイトダウンするといってもどの程度かわかりませんが、90ｍでサイトピンをどの程度下
降させる必要があるのでしょう。結論から言えば原因がどうあれ変化が安定しているな
ら問題はないということになります。あまり変化が出る要素はないと思いますが・・・
変化することの考察
1.ノックの太さが変わる場合
2.ノックの長さが変わる場合
3.アンカー位置やフォームが変化する場合
4.ノックのストリングの差込の強さが変わる場合
5.タブやその他気になる点
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用具 あるリムを使っているのですが、射ったときの音が悪くなって
から数週間で折れてしまい（4か月ほど使用）、保証で新し
いものを送ってもらったのですが、使ってているうちにリムの
音が悪くなってしまいました。リムの音は変化するのは大丈
夫でしょうか？ （一応チューニングはしてあります）

リムはハンドルと同様発射時の振動に対してまたはたわみなどストレスを受けますから
必然的に劣化をして行くのは仕方がないことです、ただし、すべての弓の構成部品が
同じ品質や耐久性を持っているとはいえずまた使用条件などでかかるストレスによって
も寿命は短くなると考えます。ちゃんとしたメーカでは公表はしていないでしょうが標準
的な組み合わせで耐久テストは行っていると思います。 劣化して行く過程はそれぞれ
異なる可能性は在りますが、期間に対してではなく回数に起因すると考えます。またあ
たらしい商品ほど市場での耐久テストの期間が少ないので設計上の問題点など表に
出ていない場合があります。信頼性で考えるなら在る程度枯れている（商品が出て１－
２年経っている）ものの方が改善された製品になっている可能性が高いです。 実際痛
んだ場所も程度もわかりませんから考え方だけでも・・・ リムが劣化して音が変わって
いくのは面白くありませんね、実際安価なもので耐久性が低いものはある程度覚悟し
て購入することはありますが使用する条件によっては信頼性が重要になりますのでそ
こら辺はコストパーフォーマンスを考慮しなければいけないかもしれませんね。
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情報 たしかに、周囲の人の調整方法というか、許容範囲みたい
なものもバラバラだったので、この調整には個人的な基準が
存在するのかもしれませんね＾＾； また、いろいろ試してみま
す。

ストリングをすかしてリムのセンターとハンドルにまっすぐ上下とも通っているとすると、
そのセンタ＾にあわしている状態で番えた矢が左右どの程度振って見えるかを確認する
のである程度リムゲージや見るためのポイントを決めておればそんなにばらつきは在り
ませんが、弓のセット個々に微妙に異なる基準が在るかもしれません。見え方が安定
しているなら変化したこと（プランジャーの出し入れやばねの強弱など）で矢飛びやグ

ルーピングなど確認してカットアンドトライで詰めていくしかないですね。調整量は弓と人
間側の精度に影響しますから大まかなのか微調整なのかはなんともいえません。どち
らにしても変化が現れるまで調整しないことには結論は出ないでしょう。
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情報 センターショットの調節において、まっすぐ後ろから見ている
のかどうか自信がありません・・・ どのようにすれば正しく確
認できるのでしょうか？ なにか、役に立つ道具はないので
しょうか？

まず、ハンドルのセンターがリムのセンターにあっているか（ストリングがとおっている
か）を確認します。これにはリムに装着するリムゲージを上下のリムの内側にはめて真
中を通っているようにあわせます。最近のハンドルにはリムの傾きを調整できる機構が
ついているものが多いです。 あわせた状態で今度はストリングとセンタースタビライ
ザーなどを参考に真後ろから見てストリングを基準に矢がどの程度左右に振っているか
確認します。 少し離れてみた方がよくわかるので弓に矢を装着した状態で立てておけ
るスタンドなどがあるとわかりやすいです。
まっすぐ後ろというのはまずストリングが上下リムのセンターを通ってハンドルのセン
ターを通過しているとすると、ストリングを少しはなれてリムとハンドルに重ねた状態で、
矢がストリングのどの位置にいるかを確認します、
1.矢がまったくストリングと重なって見える
2.矢が内側に見える
3.矢が外側に見える
実際は矢の飛び方やばらつきなどでレストやプランジャーの強さや出している量を変え
て調整します。通常矢の半分か太さ分が内側になっている状態がベースだったようなき
がしますがもう少し調べてみましょう。 どちらにしても自分なりに見る角度というか基準
を見つけないと調整は難しいかもしれませんね。
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情報 えーと・・・自分が言いたいのは　へリックス自体が重いので
ロッドをすべてWINすると重くなりすぎるかということです。 自
分は筋力不足で弓の重量が重いとおしでの肩がつまるので
よりも重くなりすぎるか心配です。 それともやっぱりなれるも
のなんでしょうか？

用具は汎用であってもどんな人にも使ってよい結果を出すものともいえません。高いか
らとか重いからとかということより・・・ 弓をハンドル自体重めのものに選択した場合、あ
なたが期待するスタビライザーの効果は何でどのくらいを望んでいるかで変わります。
1.弓全体の組み合わせた重量が大きいほどモーメント上は安定性は出ます。
2.同じ全体重量でも先端に対する重量が大きい（軽いスタビライザーでおもりをつけるな
ど）方がローリングに対するモーメントが大きくなります。
3.どんなスタビライザーでも重量は増しますから、それを追加することによる負担が
フォームを崩すまでかかるのであれば筋力トレーニングするか使用を負担の少ないもの
にする。
4.同じ全体重量でもおもりや長さＭロッドやＷバーなどの効果で重量バランスは変化で
きますから、扱いやすさと弓の挙動を考慮してカットアンドトライする。所詮使うのは自分
自身ですから。
5.全体重量が負担に耐えられないならスタビライザーを変更するかハンドルを換える。
・・・・貴方の練習量も弓の強さも経験など現状の組み合わせも分かりませんから概論
を書いておきます。筋力不足がわかっているならまずそれを対策しませんか？振動吸
収はともかく慣性モーメント上は重く長いものほど効果がでますがそれだけ使用する側
に負担を掛けます。
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情報 WIN＆WINのHMCスタビライザーはどうですか？ 知り合いは
重いと言っていたのですが

スタビライザーの組み合わせやセッティングでどのメーカのものでもそれなりになります
が全体重量だけであればバランスは異なりますがおもりを追加すればよいだけで問題
はつける目的は何なのかを良く考えて構成したりためしたりしてください。重量だけであ
れば鉄パイプでも同じようになります。つける目的
1.弓のリリース時に発生する振動の中で一部を減衰させたい
2.弓の重量バランスを変更したい
3.全体重量を増したいだけ
4.慣性モーメントで抑えたいのは　ＸーＹ－Ｚ方向の各ローリングと上下左右のぶれが考
えられますが・・・
5.その他　特にほしい目的はありますか？
単に人がつけているだけでまねをしただけでは本来の効果を発揮できないかもしれま
せん。材質、長さ、組み合わせや構成がありますしウエイトの増減や角度など多くの変
更ポイントが考えられます。同じ重さにしても組み合わせて特性は異なります、対面の
ショップでは自分の弓につけてお試しできるところもあると思いますが他人がどうこうで
選択しない方が良いでしょう。単純に考えても重さは増えますからバランスはどうあれ
体力筋力を余計に要求されるのはあたりまえです。長さがいくつかあるのは共振周波
数を変更するためで重さを換えるのが本来の意味ではありません。自分のほしい機能
はスタビライザーに何を要求するのですか？ 書いていることで理解できないポイントが
あれば質問してみてください。
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情報 ハンドルとスタビやリムはやっぱり同じ会社の製品をつかっ
たほうがいいんですか？
全部ばらばらにしてしまうとばらんすがわるくなったりするん
でしょうか？ 安い買い物じゃないので不安です。 HOYTの
へリックスにWIN＆WINのHMCスタビの愛称はそうですか？

ハンドルとリムはメーカで設計されて性能を評価していますので同じメーカーで使用が
認められている組み合わせが良いと思います。ただ初心者から中級者というかポンド
アップ段階ではコスト優先で他社組み合わせも仕方がないかなと思います。 それ以外
のスタビライザーやウエイトなどは直接得点に影響するというよりは弓の固有振動に対
する振動吸収や弓全体の重量バランスおよび慣性モーメントを変化させるために使う用
具なので弓を使いながらカットアンドトライで自分にあった組み合わせを探すことになり
ます。ですから好みの色はともかく基本の性能が問題なのでメーカーにこだわる必要は
ありません。必要を感じなければ（使って差がわからなければ）使う必要もありません。
格好ではありませんので・・・
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情報 僕の矢はＡＣＥです。
寿命・・・なんですね（汗 二週間ほど前に買ったばかりのも
のなので、ちょっとショックが大きいです＾＾； 仕方ないと割り
切ります～orz あと、貫通して脚に当たってしまい、ノックが
とれて飛ぶ（たまにシャフトの穴もゆるむ）ことがあるのです
が、この場合は直す余地はあるのでしょうか？

基本的にはちょうど良かったノックとシャフトのはまり具合が衝撃によりノックを替えても
ゆるいということはシャフトのアルミパイプに変形を起こすまで力がかかったということで
すから使用には注意が必要です。 ただ大会に使用せず近射や練習にのみ使う場合や
新品時でも精度の関係できつい場合やゆるい場合もあります。ゆるい場合はノックを少
し変形させたり瞬間接着剤をノックに薄く塗って十分乾かしたあとシャフトに差し込むな
ど（絶対接着してはだめです抜けなくなります）少し径を大きくして抜けにくくするなどあ
りますが応急的であると考えた方が良いでしょう。 どちらにしてもシャフトに大きなストレ
スがかかった場合に変形した時は注意が必要です。あわせてポイントやインサートにつ
いても変形などしていないか確認が必要です。
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情報 こんばんは。色々調べてみたのですがどうしても見つけられ
なかったので、質問させてください。
カーボン矢でかしゃってしまい、どうもノックがゆるくなってし
まいました。 サランラップをノックに巻いてはめ直す方法を先
輩から教わったのですが、どうもうまくいきません。 どのよう
にやればうまくはめれるようになるでしょうか。 また、他に直
す方法はないのでしょうか。

正確には矢の種類がはっきりしませんのでなんともいえない部分はありますがカーボン
繊維のパイプ（プロセレクトなど）とアルミパイプに炭素繊維を巻き付けた（ＡＣＥなど）の
２つに別れます。
但しどちらの場合でも衝撃を受けてゆるくなった場合は、新しいノックと交換してもゆる
い場合は矢のほうにストレスがかかっていますので基本的には矢が寿命と判断した方
が安全です。とくにカーボンパイプのタイプはクラックがはいっている可能性が高いので
発射時の衝撃で破損する可能性があります。 新品の矢とノックの場合の干渉でばらつ
きによる、ゆるい場合はノック側に対する応急処置は経験がありますが今回の場合は
衝撃を受けたあとなのでお話はしません。 矢は基本的には消耗品です、安全と精度を
要求するならあきらめなければいけないかもしれませんね～
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用具 今度カーボンアローを買うつもりなのですが、「オールカーボ
ンシャフト」と「アルミ／カーボンシャフト」の違いがわかりま
せん。それぞれの長所・短所を教えてください。あと、おすす
めはどちらですか？

カーボン矢　プロセレクトやビーマンなど炭素繊維を用いたパイプ構造（スポーツカイトな
どの骨材）で構造が簡単なので割と安価であるが衝撃に対する性能劣化が早い気がし
ます、強い衝撃を受けると弱い気がします。 アルミ/カーボン矢　ＡＣＥやＡＣＣなどアル
ミパイプの上に炭素繊維を巻いた構造で耐久性や強度はあるようですが工数上価格が
高くなります。もちろん寿命は在りますがオールカーボンよりは長持ちするような気がし
ます。最初から高価なＸ10など使う必要はありませんが矢の価格と矢の重量など用途
で選択してもよいかも・・ 現在アルミ矢を使っているなら、カーボン矢に変更する目的は
何かお持ちですか？どちらにしても軽い矢になりますから人間側の性能が安定してい
ないとアルミ矢の方が得点がよいという方もいます。軽くなるだけミスショットした場合
の荒れ方が大きくなるためで、よりきれいなリリースを要求されます。 まあ　安くて耐久
性のない矢にするか、高くても割と長持ちする方にするかは意見の分かれるところで
す。どちらも使ったことは在りますが好みの分かれるところです。
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用具 14本弦！　16本弦！ どちらが良いんですか？ いくつかの条件の組み合わせの中で選択されますが、
条件1　フルドロー時実質何ポンドであるか
条件２　サービングを巻いたあとのノックとの干渉
条件３　耐久性
条件４　材質というか原糸の太さ（1ストランド）
条件５　矢速を上げるか安定性を取るか
自分で巻くなら奇数も可能ですし、サービングの材質や太さなども選択できますから組
み合わせは多くなります。 このままでは情報が少ないのでどちらともいえませんが、購
入品としてセンターサービングが巻いてあるなら使用しているノックに合う方を使用すれ
ばよいでしょう。ノックに対してあわせられるということであるなら、傾向は本数が少ない
方が矢速を上げる効果はある。耐久性は少なくなる、サービングの種類材質が固定さ
れているなら大きな変更はできませんので自分の矢に合う方をお使いください。
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用具 絶対的な長さはないと言うことは、弓によっては、5cm長くて
も良いと思っていても良いですか？

ストリングの長さはメーカーなどによって多少代わりますし、重要なのはグリップのピ
ボットポイントからストリングまでの垂直の長さ（ストリングハイト）をメーカーの推奨範囲
（７－９インチ）はあると思いますがその中で弦音や矢の飛びなどを確認してストリング
ハイトの高さを決めて今度はそれに合うストリングの長さにあわせていく作業になりま
す。ですから長いとか短いとかが問題ではなく決めた条件に対して安定していることが
重要になります。 ただし、あまり高いハイトも低すぎるのもよい結果は出ませんので標
準的なところで様子を見ましょう。ですから予備の弦であっても同じハイトにならない弦
は予備ではありません。交換してもほぼ同じサイトで使えるものを予備といいます。
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用具 68インチの弓には何インチの弦ですか？ ６８ではじめてショップで購入したのは164.5ｃｍって書いてあったようなきがしますが、
実際注文される場合標準的には弓の型と大きさで販売されていると思います。なぜうろ
覚えかというと、現状は標準のストリングを使って自分で製作しているからで、最終段
階は自分の弓に合うストリングハイトを決定する長さにあわせることになります。通常新
しいストリングハ伸びる傾向があることと、材質によっても伸びる傾向は異なります。工
夫のページ資料参考 自分で製作するのか購入するのかでニュアンスが違いますが、
絶対的な長さはありません。調整または変化するものですから・・
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用具 弦ワックスについて質問をさせてください。 新しく弦を買った
のですが、先に弦を張って伸ばしてからワックスを塗るのが
良いのか、逆にワックスを塗ってから弦を伸ばすのが良いの
か教えてください。 また、ワックスの塗り方が曖昧なので教
えていただけませんか？

ストリングワックスの効果 まず、メリットとデメリットを考えましょう。
メリット
1.ストランドの中のモノマーの毛羽立ちを抑える
2.雨水に対する撥水効果　雨で重くなることを防ぐなど
3.耐久性が上がる？　比較実績なし
4.その他
デメリット
1.ストリングの重さが増えるので返りが遅くなる
2.ストランドをまとめる効果
3.その他
さて、ワックスを利用したいのならよじるまえに十分に塗りこんでおいて長さをあわせて
ねじったあと実装してテンションをかけて余分なワックスをふき取っておけばよいでしょ
う。 まあ、現状では殆んど伸びないストリングもワックスも不要な素材もありますから選
択肢は多いです。軽量な矢で矢速を上げる場合はワックスも邪魔ですからね、もちろん
雨に対しても撥水効果などで影響が少ない素材もあります。
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情報 どのようにして、弦とサイトピンを合せますか？ 弦がボヤケ
テ上手く行きません。

実際アーチェリーで遠くの的を狙っているとき目の焦点は的に合わせますから実際サイ
トピンも弦もぼやけています。 やってはいけないのは的やピンを焦点を合わせ変えたり
しないでください精度が悪くなります。 弓で矢を同じように同じ角度で発射させるために
利用する方法で、 実際は矢はレストとノッキングポイントにより決まりますが人間的に
は確認できないので前側はサイトピンを固定して後ろ側はアンカー位置や弦サイトを利
用します。 ボケていますがそれなりにあわせられますが、実際安定させるためには
フォームや顔向けなどが一定になってこないと弦サイトも効果がないので基本のフォー
ムを早めに身につけて行きましょう。
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用具 弦についてわからんことがあるのですが 一般的なファースト
フライトストリングの場合
 寿命はどんなもんですか？ 5000-10000射？！ぐらいで
しょうか？
あと新品の弦　おろしたときは 何射ぐらいで安定すると見れ
ばいいのでしょうか？！
弦の本数は　好みですか それともポンド数にあわせるべき
でしょうか？ ちなみに実質３７ポンドACE使用です。

まずはくふうのぺーじの２０番　ストリングの基本情報のまとめを確認してください。
ファーストフライトは高分子ポリエチレン系のストリングでほとんど使用状態では切れな
いと思います。ただ、ばね係数というか新しいときの張りというものがなくなってくるので
同じ材質でも新しい弦と古い弦ではいくぶん飛び出しが違うようです。まあ切れなくとも
毎週のように数百射しているなら数ヶ月から半年で交換していくほうが安定するかもし
れません。もちろん予備弦は同じハイトでほぼ同じところに到達するものを予備のストリ

ングとすべきです。 毎回同じタイミングでストリングハイトとチラーハイトを確認することを
身に付けてください。ストリングおよび弓の状態変化を見つけることもあります。 ファー
ストフライトは伸びる癖がありますので安定するという感覚は見つけにくいでしょう。リ
カーブの場合毎回つけたりはずしたりしますのでよりわかりにくいですね。 ハイトを調整
することヤノッキングポイントを決定するためなら１日練習に使った後大きく変化がなけ
ればいいのではないでしょうか？ ストランドは種類によって基本がありますが基本は
サービングを巻いた後に塚っている矢のノックが感じがよければいいでしょう、調整範囲
は基本から+-２本程度でしょう。耐久性を考えてポンドによって考えるのもポイントです
ね。 実際切れることはほとんどありませんから自分で予備弦と替えながら見極めていく
必要があるでしょう。
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用具 900ｃｘの評判をご存知でしたら教えてください、買って一年
もたってないのに4本目をむかえようとしています。

新しい構造のリムですが従来と異なるということは理想に近い特性を発揮させることと
引き換えに何かを犠牲にしているかもしれません。 競技用のリムということで耐久性と
組み合わせ使用条件を狭くしているのかもしれません。新しいもの高価なものがすべて
よい特性と耐久性などを持ち合わせているとは限りませんので賭けをしないなら1年くら
い経って情報を収集して購入するのもいいかもしれません。 ショップに聞いてもあまりよ
い返事はありませんでした。耐久性を考えていないかもしれないか耐久性がないものと
して設計しているかでしょう。そろそろ見極めをされては・・・いかがでしょう。短いスパン
で改良しないようであれば・・・！！
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情報 実は数年ぶりに再開した際にポンドダウンしたら 620-80gr
ではチューニングが合わなくなったので
?ポンドアップする　→まだしんどい
?ストリングハイトを高くする　→他を試してから
?ストリングの本数を減らす　→他でどうしてもだめだったら
?矢をやわらかくする　→　矢を買うのが悩ましい
?矢のポイントを重くする　→　これならできる
という選択肢がある状態になってしまい、 720-80grの矢で
長さが同じものを借りて見ると これもOKというわけです。 矢
の選択で複数の解がある場合傾向的にどこを選ぶべきか
わからなくなったので書き込ませていただきました。 もって
いるシャフトが620なので100grにしてあわせるつもり です
が、選択肢のある状態で考え方がわからないのが気持ち悪
いもので…。
ちなみに状況としては
1.矢尺　26と3/4インチ
2.オーバーハング　1.5から2インチ
3.ティラーハイト　7と3/8インチ
4.ストリングハイト 8と3/4インチ
5.ストリング　ファーストフライト　66-18本（キッサー付）
6.はね　3枚、スピンウィング45mm赤
7.ノックの種類 バイターPush 'N' Pull
8.リリースの状態　やや浅がけですが平均的かと
9.ハンドルとリムは　25インチ-66インチ
です。矢速と安定性がトレードオフにあると思うのですが ど
ちらを優先して考えるかは好みなのでしょうか？

現在の情報から自動計算させると
７２０　８０grs　１９８ft/sec　２５９grs　１３．８%　９６．１%
６２０　８５　　　１９９　　　　２５７　　　１４．９　１１０．４
６２０　１００　　１９４　　　　２７２　　　１６．８　１０７．２
結果から６２０はポイントを１００に固定することで再計算 ６２０の８０では硬すぎて許容
を超えるようです。
現在求めたカットアンドトライの条件では７２０-８０では十分使えますがわずかにやわら
かい、６２０の１００では使える範囲ですが硬めに出ています。
数値の説明、１９８ｆｔ/ｓｅｃは初速　、259ｇｒｓは矢の総重量、１３．８％はＦＯＣ、９６．
１％はスパインマッチ スパインマッチは１００％を狙いに、＋－5％は良好、＋－10％は
使用できる、100％より少ないとやわらかめ、おおきいと固めをあらわす。 現在の条件
で新調するなら６７０をねらい目です。 やってみたいことの条件はすべてシミュレートで
きてそれらの変化が数値で表示されます。
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情報 チューニング中ですが、矢の選択についてお教えください。
引き尺　27インチ、実質ポンド：38ポンドで 次の矢のどちらも
でベアシャフトチューニングが合っています。
1.　ACE　620　ポイント100gr
2.　ACE　720　ポイント80gr
どちらが妥当なのでしょうか？ それぞれのメリットデメリット
について教えてください。

厳密にシュミレートするならソフトを起動させますが、そのためには必要な数値がありま
す。それらを提示、計測できるなら見てみますか？概略的な傾向であれば重さというこ
とでお話はできます。
1.矢尺　ノックのストリング挿入部分からポイントの手前矢のシャフト先端まで
2.オーバーハング　クリッカーが切れるときのレストからシャフト先端までの長さ
3.ティラーハイト　　アッパーとロアーのハイトの平均値
4.ストリングハイト
5.ストリング　材質と本数
6.はね　羽の枚数と材質
7.ノックの種類
8.リリースの状態　　平均的としておきます
スパインマッチを計算するために・・・その他矢速やバランスもわかります
弓の方の情報も必要です
1.ハンドルの長さ　23　25　・・
２.リムの長さ　　64　66　68　70
計算してみないとわかりませんが、やわらかいとか硬いの範囲が許容差の中であるな
らば、安定性の在る総重量が多い方を取るか矢速が上がる軽量の方を取るかでしょ
う。考え方として新しい矢を作る場合はいくらかでも調整して行く方向性があるならそれ
らをしやすい条件にしてつめて行くのもありです。

68

情報 僕は今高校一年生で４０ポンド前後のリムを買おうとしてい
るんですけど予算は１０万円ほどで何かおすすめのリムはあ
りますか？あったら教えてください！ちなみに弓はＨＯＹTの
ヘリックスです。
あと、リムはやはり弓とおなじメーカーが良いのでしょうか？

最終段階のポンド設定でしたらハンドルと同じメーカーの方がよいかもしれません。クラ
スは最高級でなくても十分性能はありますから選んでください。同じメーカーの場合の
方が表示ポンドの問題などトラブルが少ないと思います。もちろん実質ポンドは引き尺
に影響しますから自分の目的とする実質ポンドが出る表示リムを選択する必要があり
生ますから、実際にリムを装着して傾向がわかるショップで検討された方がよいです
ね。通常ポンドは下げる方向で調整できるものが多いですがその辺も加味してリムの
強さを検討してください。
リムの種類によって幾分感覚が異なりますが好みのことも在りますから扱いできるもの
であればよいと思います。必ずしも（メーカの言う）最高級のリムがあなたにベストマッチ
するかはわかりませんから・・納得できる扱いやすいものがいいと思います。
ハンドルのみ生産するメーカーはあってもリムのみ生産するメーカーはないのでやはり
ハンドルと両方を生産販売しているメーカーは自分にハンドルに合わせているのではな
いでしょうか？
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用具 有難うございます。
硬すぎるということですね。
いまポンドアップに挑戦中てすので、３０近く引けるように頑
張ります。
基本的な質問で申し訳ありませんが、硬すぎるとどのような
不都合があるのでしょうか。
サイトがずれるぐらいの認識しかありません。

理解するにはいくつかの用語と状態を確認できなければ難しいかもしれません。単純に
矢が左に向かって飛び出しやすい。羽根がプランジャーに干渉しやすい、だけでは・・
用語で理解してほしい言葉
１．アーチェリーパラドックス　　矢がたわんで発射されること
２．スパイン
わかりやすい記述の本を紹介しましょう。
学習研究社発行　　みんなのアーチェリー　高柳憲昭　著
実際弓と矢を合わせる場合、矢に目的があるわけで矢速を上げたいとか的中性を上げ
たいとかあるわけでその中で人間的条件で選択される矢をさまざまな条件からマッチン
グに合う組み合わせを選択していきますが予算も条件に入るかもしれません。技量に
対して高級な用具になればなるほど許容度は少なくなりますから人間側の精度を要求
します。
人間側の精度が安定していない場合はファインチューニングの意味は少なく自分の技
量で変化がわかる範囲で行えばよいと思います。ただいま使おうとしている矢は固すぎ
るので長距離に使うには適しませんからプランジャーやポイントなど微調整で適正に
持っていく範囲ではありません。
初心者用の教室などの矢はチューニングなどしていませんので長さだけ危険でなけれ
ばいいという状態です。自分の弓で自分の引き尺や実質ポンドでチューニングして製作
した矢はあなたの技量に合わせて安定して飛んでくれます。

わずかな違いがわかるようになればなるほど微妙なチューニングを行うようになります。
所詮マシンではありませんので使う人のレベルに起因はしますが・・・・
矢は長さと実質ポンドに影響が大きくいろいろ番手がありますが２ポンドも違えば矢の
番手を買えて矢を作り変える必要が出るくらいです。
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用具 ヴェインの変形による荒れは実感しています。
下手なので結構頻繁に貼り換える必要がありそうです。
合っているかどうかは、番手は２－０４、レングスが２５．４イ
ンチなのでちょっと硬いと思いますが、長さはちょうどいい感
じで、サイトの感じが最初に使ったクラブの矢のビーマンの
カーボンフラッシュとあまり変わらなかったので、大丈夫かな
と思って使っています。 まずいでしょうか？

実質ポンド２４lb　　弓６８
矢の長さ　引き尺２５．４としてオーバーハング１．０を考える（矢尺は２６．４としてみま
す、ポイント含まず）
その他の条件を排除しては初心者レベルでの矢の選択を選ぶと
矢は３-００か２Ｌ-０４までそれでも固め　２-０４では実質３０ポンドで合う硬さで２４ポン
ドでは詳細チューニングするレベルではありません。硬めですから初心者が短い距離を
練習する程度なら使えますが距離を精度よく狙うには選択する矢ではありません。引き
尺が伸びないならもう少しパワーアップしたとき使ったほうが良いかもしれません。
矢の確認はイーストンのものしかわかりませんのでビーマンの条件は確認できません。

71



用具 この春から高校でアーチェリーを始めたものです。
まだまだ非力かつ小柄なので実質２４ポンドで３０ｍを射っ
ています。
このたび矢を頂いたのですが、Ｋフロナイトスピンヴェインが
付いていました。
スピン系は空気抵抗が大きいので弱いと失速するようなこと
を聞きました。
やはり普通のスピン系ではないヴェインにした方が良いで
しょうか？
射った感じではそんなに変わらない気がするのですが、刺さ
り方が浅くなった気もします。
ちなみにシャフトはＡＣＣで、ヴェインに角度は付いていませ
ん。

さて情報をまとめてみると
１、傾向でお話するとスピン系は矢の回転に矢速を利用しますから影響はあります。
２、番手はわかりませんがシャフトも重さはアルミとＡＣＥの間のＡＣＣという感じです
ね。変更するシャフトも同じとすれば・・・
現時点はロングを行う強さでないですし、重めのシャフトですから矢速はあまり出ないと
思いますから、あまり失速の影響は考えなくてもいいと思います。もちろん幾分そのよう
な変化があればサイトを調整して狙えるならば問題ないでしょう。
羽根のことよりシャフトがあっているかどうかのほうが気になります。
フロナイト系の羽根の注意点はソフトベインより羽の変形が特に矢の集中度に影響しま
すので、地上滑走や矢同士の干渉など羽の変形に注意してください。変形するとソフト
系より荒れやすくなります。
ついている羽根の実際発射させてみた結果から判断すればいいと思います。
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情報 ＨＯＹＴのリムの保障期間は買ってから一年なのか、折れて
からさらに一年なのかよくわかりません、実際のところどちら
なのでしょうか？

ＨＯＹＴは実際購入していないのでメーカー発行の保証書があるのかどうかわかりませ
んが、あるならそれに記載しているでしょう。
ヤマハは登録カードがあって購入情報を固定してリム1年ハンドル2年でそれ以降の倍
の期間は有償補償で修理する。が記載されていました。
スピギャレリは10万射の補償がハンドルにあり記載されていました。出荷日が記載さ
れています。
ＰＳＥは特に何もありませんが期間が短い（1年以上で）場合は半額で購入することがで
きた場合もあります。これは代理店との話から対応。
もしそれらしき書類の保証書がないならケースバイケースで販売店・代理店とメーカー
が判断しているのかもしれませんし正確にはわかりませんから購入した販売店か代理
店に聞いたほうが早いと思います。
ちゃんとしたショップは顧客に購入したハンドルやリムおよび矢などデーターを保管して
いるでしょう。
アーチェリーの用具の場合セッティングや使い方などがあるので耐久性を単純に期間
や回数で判断しにくいところがありますから、家電商品のように保証書をつけるのは自
信がないとやらないでしょうね。
購入先で聞いたら教えてくださいね～
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情報 まだアーチェリーを始めて半年です、カーボンシャフトの段階
まで行ってませんので取り合えず、ホイット、アヴァロンハン
ドル38ポンド、アルミシャフトのセットをオークションで購入し
ました、アローが長くクリッカーが切れないので、短くしたい
のですがノック側とポイント側どちらを切ったら良いでしょう
か、ノッキングポイントからレストまでの引き尺を計測し、レス
トからクリッッカーまでの長さは適当？
（アルミのシャフトを短くする方法お教えて下さい。）
オーバーハングとは、？・・・
スパインマッチング重視 ？、初心者なもので、宜しくお願い
します。

Ｑ1　短くしたいのですがノック側とポイント側どちらを切ったら良いでしょうか
・・・・アルミシャフトはストレートなのでどこでカットしても問題ないですが使うシャフトは
同じようにカットしましょう
Ｑ２　アルミのシャフトを短くする方法お教えて下さい
・・・・カットするのはどの矢でも専用のカット用具がありますので通常はショップでカット
するのが多いです
問題点　初心者状態のときはスパインがどうこうとあまりいわないので使えるようにカッ
トしますが、ある程度のなると弓の強さや引き尺など条件が決まると使用できるシャフト
は選定されます、アルミであってもカーボンであっても条件でシャフトそのものから選択
しなければ使えない矢になります。シャフトに1816とか印刷されていると思います。です
から引きが長いとか弓が強くなると硬いシャフトに選択します。チューニングで言えば短
くすると硬くなります。アルミであろうとカーボンコンポジットであろうとチューニング作業
は必要です。そのため何種類も硬さに応じたものが準備されています。出来合いや他
人が使っているものが都合よくあっているかどうかは実際のやとびなど見ないとわから
ないです。新しい矢を購入するならアドバイスは考慮します。
オーバーハング量はフルドロー時にレストから前に出ているシャフトの長さです。
スパインマッチ　弓の強さから人間の引き尺やその他条件が決まれば矢に与える基本
のエネルギーが決定されますが矢はその範囲に対押してうまく飛翔して行く条件は各
シャフトの許容量はあまりなく、そのため硬さに応じて何種類も準備されています。その
マッチング状態を硬いとかやわらかいとかいう表現しますがその程度をスパインマッチ
ングといいます。
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情報 矢の最適な長さは、（身長170÷6.35＝26.8in）68ｃｍと有り
ますが、
クリッカーが切れる長さですか、レストまでの長さですか、最
適な長さの誤さはどの位まで許されますか、教えて下さい。

矢を新調するときのステップから考えて、まずやってはいけない長さはアンカーに入れ
たときレストから落ちる長さは危険ですから論外です。
1.体のバランスがみんな同じなら比率計算でもいいですが、実際は実測で判断します。
手が長い人もいるでしょうから・・・、フォームが安定している段階か不安定状態かで余
裕度は異なりますが、矢尺ゲージか十分長い矢でアンカー時でのノッキングポイントか
らレストまでの引き尺を計測します。
2.次にレストから標準的に余裕のあるクリッカーの位置までの長さを計っておきます。最
終的にはポイントの関係などで位置は変わるでしょう。
備考1　矢尺　ノックを付けた矢のノックのストリングを差し込む溝から矢のポイント側の
シャフトまでの長さでポイントは含まず。
備考2　矢の長さ　通常ノックからポイントの先端までを言うかな？クリッカーを使うと関
係します。
備考3　引き尺　矢を取りかけてアンカー時におけるレストまでの距離、実質はストリン
グハイトの距離を引いた量が引いた実測量ですけど。
備考４　オーバーハング　クリッカーが切れるとき又は安定した引き込み時におけるレス
トからシャフト先端までの長さ　ポイント含まず。
3.弓の条件実質ポンドや各種ハイトなどと引き尺など人間系の条件から矢を選択します
がその中でチューニングをして矢の長さなどで微調整をして実際のシャフトの長さを決
定しますからシャフトが決定している場合、条件によっては矢を短くしたり長くしなけれ
ばマッチングできないことがあります。ですから誤差をどのように考えるかで方向性が
異なります。矢は新調するが引き尺の変化を対応するためや現状にある矢を段階的に
使用する場合の調整など。 実施ポンドと矢の長さが矢の番手を変更する大きな要素で
すから。まずは弓のストリングハイトや上下ティラーハイトと実質の引き尺とそのときの
実施ポンドを測り、大体希望するクリッカーの位置（オーバーハング量）が決まると矢の
種類が決まっていればシャフトが選択できますから微調整をしながらポイントや矢の長
さの微調整を行います。ですから誤差は人間系の誤差も考慮しますから許容量もそれ
なりです。
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矢の長さは許容をどう考えるかで変わると思います
１．スパインマッチング重視
２．矢速重視
３．その他目的があって・・

通常ロングを考えて矢速をあげることとスパインマッチングを取れた状態を希望するので
はないでしょうか？その場合は実際の引き尺からクリッカーの希望する位置を出してそ
の条件で矢を選択してから適正なチューニングを行って長さや条件を微調整するのがス
テップなのです。クリッカーの位置はシャフト長の微調整やポイントの変更などで変化し
ますからさしあたっては暫定になりますが引き尺は固定しているものとします。

７５
－Ｂ

情報 YAMAHAの弓 yc66について質問があります。 貰い物なん
ですが、矢をつがえるところが、体から見て 右にあります。
アーチェリーは左につがえるものと 思っていたのですが、こ
れは変なのでしょうか？ 左利き用の弓かとも思ったのです
が、右利きの私には しっくりくるハンドルなのです。

その弓はウインドウが右なら通常左用とした弓です。 左用とは弓を右手で持って(支え
て)弦(ストリング)を左指で引いて使うという形です。 箸を持つ右や左という通常の右利
きという考え方ではなく
１．弓をどちらで支えるかで決まります。逆にするとアーチェリーパラドックスや引き込み
の関係で矢がレストから矢がこぼれやすくなります。
２．効き目が右か左ということで左右ハンドルを決めることはあります。
多くの方は効き目が右で引き込みは腕力の強い右手を使う方が多いので左側のほう
が開いている弓を使います。反対側に開いている場合は的が狙いにくいと思いますが
問題ありませんか？ あなたがしっくりくる内容が具体的にわかりませんのでなんともい
えませんが，実射して使い慣れて問題がなければルール上ではかまいませんので使う
ことはできますが、レスト落ちが発生するようでは危険になりますから良くわかる方に指
導を受けてください。 グリップがしっくりくるかどうかはどうにでも改造できる話なので安
全で使いやすいほうを使われたほうがいいと思います。わざわざ弓にあわせて逆に弓を
持ち替える必要がないならば・・・

76

用具 タブについて質問させて下さい。 先月からタブを新しくハスコ
のバランスコントロールタブに変えました。 しかし、ドローイン
グからホールディングまでの途中で取りかけがよく滑ってし
まいます。 個人的には第一関節でしっかり固定しているつ
もりなのですが、原因がよくわかりません。 ほぼ毎日射って
いるのにかかわらず、まだ型があまりついていません。の
で、つくまでは辛抱しなくてはいけないのでしょうか？？

タブは用具の中でなかなか合うものを見つけるのに手間がかかるものの一つです。 ま
ず症状が出ているなら原因を推察しましょう
1.前のタブとの比較　ベースプレートの大きさ　カンタピンチの有無や大きさと位置　タブ
皮の厚みや固さ
2.形がついていること　コードバンならなじませないと使えないですが合成皮革はそん
なに問題はないかと思います
ドローイングからアンカーまでの間で取りかけ位置がずれるというのは推察すると
1.ベースプレートが大きい　カンタピンチが大きい　深い 指の長さはみんな違いますの
で大きすぎたりすると第一関節の標準からずれやすくなります。
2.タブの形状が問題 　　手のひらの一部や指でホールドの助けをするような場合、手の
挙動が安定していないと面白くないかもしれません。
3.第一関節でとめる 　通常標準的には第一関節でホールドする場合は引き込むときテ
ンションがかかるのでホールドしたい位置より深めにするか少しずれた位置で安定させ
ていると思います。
経験的には指が短かったのでカンタピンチが純正のままでは使えなかった経験があり
改造しました。（エリートタブ）
まずは違和感が出る原因を見つけてそれに対応する改造ができるか考えてみましょ
う。
前に使っていたタブが市販品ならどのようなものだったのでしょう？

77



用具 16年ぶりのリターンアーチャーです。 矢についてお聞きした
いことがあります。 現在アルミ矢を６本所有しております
が、本数的にギリギリで、１回６射の試合ではトラブルがあ
ると即アウトになってしまいます。 そこで矢の補充を考えて
いるのですが、何しろ１６年前の矢なもんで、ショップの人
に、すでに生産終了品といわれたのです。 ノックや羽の色
が同じであれば、異なる種類のシャフトを混在させて試合に
出てもかまわないのでしょうか。 １ダース買えばなんの問題
もありませんが、なにぶんお父さんの小遣いの範囲でやって
おりますんで・・・

矢に関するルールについて
競技の種類によりますが、通常1立ちで行射する矢は同じであれば問題はありません
から、６本か３本かになります。もちろん予備の矢は同じでなければいけませんから普
通シングルで１２本くらいフィールドでも６本は準備すると思います。ただし立ちが違え
ば異なる矢でもかまいませんがそれらの矢はそろっていなければいけません。 また、
シャフトが違うということはスパインがあっていても太さや重さが異なることですから同じ
サイト位置にはならないと思いますのでプランジャーやレストなどの設定の問題など影
響が出てきます。 結論的にはやはり大会など試合に参加するなら１ダース程度は製作
して近射などの練習に古い矢を使うか本数の少ないインドアに利用するなどの考え方
の方がいいかもしれません。 最終段階では狙う種目によっては高価な矢も在りますが
筋力・体力など途中段階ではそれなりのコストで折り合いをつけることも在りだと思いま
す。 矢がそろわなければならないのはシャフトやシャフトの色羽根の種類や色ノックの
色などです。これらは点数がどうこうというより、現時点のルールでは相互看的ですか
ら、自分の矢の得点を読んで自分以外の人が記録してそれ以外の同じ的の選手が確
認するということになっていますから、どの矢が誰の矢であるかを触らずに判断しなけれ
ばいけないのでわかりやすいためにそろえることになっています。もちろん矢には名前
かイニシャルは入れておかなければいけません。 ですから同じ時に発射する矢が同じ
構成であればいいわけです。
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用具 先日ACE620でのポイント重量のシュミレートをいただいたも
のです。 数が少なくなってきたので矢の購入を検討してい
ますがACEにするかACナビにするか悩み中でシャフトの太さ
は同じ ようなのですがポイントとかノックは転用可能でしょう
か？ あと、スパインですが単純に比較してもOKなのでしょう
か？シャフトの違いにより癖というか傾向が出たりします
か？フルメタルジャケットも候補なのですが周囲で使用者が
いません  通常のACナビとの違いは構造のみでしょうか？

ＡＣＥでは６７０　ＡＣＮａｖｉでは６６０　ＮＡＶ－ＦＭＪでは６９０というくらいでしょうが、この
タイプはチューニングすると完成矢ではこの順で重くなりますが、かかるコストは相応し
ます。 ノックはＧノックタイプで共用できそうですがポイントはシャフトの重量関係で取り
付けはできるタイプですが同じ重さのものにはならないような気がします。基本的には
別と考えたほうがいいでしょう。 ただしソフトでのファインチューニングはＡＣーＮａｖには
対応していないので相談に乗れません。セレクションチャートでのお話です。矢を選択す
るには色々な条件がありますが、コストや耐久性および矢の重量や初速など目的や予
算など考えて納得して購入しましょう。すべてを満足するものはありません。
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用具 １スタビの硬さ 　硬い方が高い振動に対して共振点が移り
やすいということは、「高ポンド＝硬いまたは軽いスタビの方
が良い」といった感じでしょうか？ 　あとスタビも矢と同じで
長いと柔らかいのでしょうか？
２サイドの角度 　「Ｗバーのたとえ…」のことを言いたかった
です。下に下げるとロールしやすくなるのでしょうか？

実質ポンドが高いと矢に与えるエネルギー効率にもよりますが残るエネルギー量が大
きくなることは考えられますが振動数でどの程度影響があるかはハンドルやリムの材
質などの影響もあるでしょう。またまったくなくなるわけではないので個人的な好みにも
影響します。材質で言えばアルミよりはカーボンパイプのほうが固有振動数は高くなる
し長さは短いほうが高くなるでしょう。共振での振動吸収は直接得点には大きな変化は
ないかもしれませんが感覚的なものでしょう。実質はセンターやＶバー、Ｗバーを含め
先端に使用するウエイトによる弓全体の重量バランスが大きなポイントだと思っていま
す。前側に重心を移せば飛び出しが出る感じが大きくなるし、センター寄りにするとどっ
しりとした安定感が出る感じがあります。同じ重量バランスなら先端側にウエイトがある
ほうがモーメント上の安定性は出るでしょう。同じ条件で単にＷバーを下側に回転する
と端的には重心が前側に移動することと、実際水平の場合は矢の番うときから取りか
け時にｗバーが邪魔になることがありますので取り扱い上下に向ける場合が多いので
はないでしょうか？実際はいろいろ変更して気に入ったポイントで使用すればいいでしょ
う。全体重量をあまり上げないようにしてモーメントの効果を出す場合は工夫が必要で
しょう。 単に振動で言えばなければ良いという物でもないようです。個人個人のフィーリ
ングにあわせる必要があるようですね。リリースして矢が弓から離れた後の弓の挙動
はあまり得点には関与しませんが発射感のフォロースルーに影響するのではないで
しょうか？
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用具 スタビの硬さによってどのような影響が出てくるのでしょう
か？ あと、サイドの角度(Vバーの開き角度ではない方)はど
のような影響が出るのでしょうか？

1.スタビの硬さによってどのような影響が出てくるのでしょうか？ 　　スタビライザーの目
的はいくつか在りますが硬さというと、振動吸収の関係ですね。弓は軽い矢を発射させ
るためにどうしても残ったエネルギーは音や振動として残ります。その中の特定の振動
を共振作用や減衰作用などで不快な振動部分を減少させる目的です。ですから硬いと
か軽い傾向は高い振動に対して共振点が移りやすいですが長さなども変更する要素で
す。
2.サイドの角度(Vバーの開き角度ではない方)はどのような影響が出るのでしょうか？
もうひとつの目的は慣性モーメントを利用して弓の発射時の動きを変更することと弓全
体の重量バランスを取ることにあります。モーメントはＸＹＺ軸の各水平移動方向と回転
方向がありますが、Ｗバーのたとえば下に下げているということですかな？この場合は
水平の場合と比較するとＸ方向のローリングを抑える効果が変化するでしょう。弓が発
射時に上に向くとかなど・・・ もちろんウエイトを変えても変化しますし長さを変えても変
化します。開きの角度は矢が発射する方向に対してのローリングを抑える効果が変化
します。ただ単に重さを増やしても効果は出ますが取り扱いが大変になるのでバランス
が大切です。
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用具 ベアシャフトチューニングについての質問です。 ず、ノッキン
グポイントの位置を決めるチューニングなのですが、そのポイ
ントの位置を変えてもベアシャフトと完成矢が同じ高さになり
ません。詳しくいえば、どのノッキングポイントの高さでもベア
シャフトが完成矢の３０センチほど上にグルーピングします。
これはどうしてでしょうか・・・？ もう一つ、左右ブレの調整で
す。僕は左射ちなんですが、完成矢が金的にあるとすれば、
ベアシャフトが右の１～５点程度に集まります。プランジャー
のばねの固さを和らげてみても、ベアシャフトと完成矢のグ
ルーピングがそのまま並行的に左に行くだけなんです。初め
の現象と合わせれば右斜め上にあります。 ずれから見て矢
のチューニングがあっていないので微調整する範囲を超えて
いるので調整しようがないと思われます。まずは弓の条件に
合った矢のチューニングを行う必要があるのではないでしょ
うか？特に左右はリリース関する

ちょっと調べてみましたところ、30ｍで完成矢とベアシャフトでの比較射で7.5ｃｍ程度ま
で左右のずれならプランジャのばねの強さ、上下についてはそれなりの範囲であれば
ノッキングポイントの高さで調整できる。。。云々ということで
　Ａ＞　矢と弓に関するマッチングがあっているとすれば、基本的にはグルーピングが満
足する範囲であればＯＫということになります。ただし満足するグルーピングの範囲は
各自のレベルに関与しますからいくら用具を小さな範囲になる状態にしても発射する人
間側の精度がそれなりであればわからないことになります。ですからレベルに応じた調
整しかできないかもしれません。とはいっても用具のほうはそれなりに追い込むことは
できますから後は人間側の繰り返し精度の向上を図るのみです。
微調整が出来なのが弓と矢のチューニングが悪い場合はある意味いくら練習しても成
果が出にくいですからレベルに応じたチューニングは必要です。30ｍで30ｃｍのずれは
大きいですから矢があっているか確認した方がよいかもしれません。３本発射して同じ
ようなところに行くならそれなりに合わせていけるのではないでしょうか？矢のマッチン
グはイーストンのアルミからＡＣＥまでならマッチングを見ることはできますが必要な情
報を計測する必要があります。極端に硬いとかやわらかい矢ではもんだいがあります
ので・・・・
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用具 YAMAHA yc66使えませんか？ ヤマハのワンピースの弓は、もう１５－２０年前程度の弓になるのではないでしょうか？
在る意味骨董品ですから大会に使用するような用途には向かないかもしれません。 特
に現状よく使われている軽量のカーボン矢などはハンドルにストレスをかけてしまいま
すので破損しやすくなります。 その前の使い方にもよりますがいつ破損しても何の保証
もない古い弓です。用途的には飾ってあげておいた方がいいかもしれませんねえ。
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用具 ヴェインの長さですがどの様に決めるのですか、今プラチナ
ムプラス2016に　４インチのヴェインを付け様としてますが
４インチのヴェインを付けてる人は見かけませんが変でしょう
か・・・・

アルミシャフトの２０ですか、・・インドアにセットするならいくつかの問題をクリアすればＯ
Ｋではないでしょうか？ ただ抵抗の大きな羽根を使用する目的がはっきりしていること
が重要です。直に得点には結びつかないかもしれません。
1.抵抗が大きいと 　　羽根が大きいときは長めや硬い、太いシャフトなどパラドックスが
落ち着かないものを修正能力を上げるために使用する
2.羽根が大きいと 　　ハンドルのウインドウの大きさと羽根の大きさにもよりますがうま
くクリアするかどうかが重要です、太いシャフトに大きな羽根を使うとハンドルやプラン
ジャーなどの干渉して矢とびが悪くなることが在ります　もちろん距離が長いと空気抵
抗の関係で失速することも考えなければなりません。
＊やってみましょう　　ルール的には問題ないのでやってみて経験するのもいいかも？
目的がはっきりしているなら問題点のそれを回避する工夫も必要になってくることもあり
ます。
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用具 木製リカーブボウに、サイトやスタビライザーなどを取り付け
ている という情報をお持ちのかたあるいは、ウェブ上のホー
ムページはありませんでしょう か？

まず聞きたいのはお持ちの”木製リカーブ”とはどんな弓ですか？
1.旧式の弓　骨董品てきなもの
2.スタンダードとして使用する新品だがシンプルなもの
3.その他
メーカー品などでしたら型式やメーカー名をお教えください
弓によっては使い方や使用目的が異なってきます 少なくてもシングルといわれるメイン
の大会ではそのような弓は使用している選手はいません。また最新の矢を使用するに
も制限があるものも在ります。まず弓の情報をください。
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トレー
ニング

早速なのですが、引き手の痛みについての続きです。 前回
以降、正月ということもあり、休みを少しとった後に押し引き
のバランスや肩のライン、肘の高さなどの意識を変えた結
果、これまでのような痛みはあまり出なくなりました。 しか
し、インドアなど距離が近づいていくほどに、再び肩の痛み
が強くなってしまいます。 自分としても、押しの割合が減っ
てしまい、引き手中心になってしまっているなかな？と考え
ており、押し手を意識してはいるものの、ロングの時よりもう
まく押せません。どうすればバランスよく引けるようになるの
でしょうか？  また、肩の痛みがこのバランスでも解消できる
のでしょうか？
確かに、毎回１５０パーセントのつもりでやって来ているの
で、今は少し休む必要があるのかもしれません。 ちょうど年
末ですし、練習はゴム引き程度に抑え、のんびり様子を見て
みることにします。

１．インドアなど距離が近づいていくほどに、再び肩の痛みが強くなってしまいます
　　Ａ．距離が短いと狙いこみやすくなります。ホールド時間が長くなっていませんか？
　　Ｂ．体のセンターを固定して発射角度を距離により変えているなら肩にかかる負担
が変化する可能性があります。十字形を固定して腰を基準に角度を変えましょう。そう
すると負担の変化が少ないと思います。
　Ｃ．その他　　実際いためているなら治療が必要なのかもしれません、その後負担が
かかりにくい方向で練習しなければならないかもね
２．押しの割合が減ってしまい、引き手中心になってしまっているなかな？
　　Ａ．基本的には力の方向が引き手側と押し手側が違いはありますが少なくても同じ
力がかかっています。クリッカーを切る時点の意識の持っていき方は色々に考えがある
でしょう。
　　Ｂ．その他
ロングは問題なくてショートで問題が大きくなるなら、自己解析で原因の分析してみま
しょう，
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トレー
ニング

ここ数週間のずっとなんですが、引き手の肩がすごく痛みま
す。 オーバードローかな？とも思い、クリッカーを前に出すな
ど対策をいろいろしてはみたものの、痛みはなくなりませ
ん。 また、ここ２，３カ月はずっとほぼ毎日射っているので射
ちすぎが原因かな？と思いましたが、心配症なので練習せ
ずにはいられません。 一体何が原因で肩が痛むのでしょう
か・・・

練習の目的が筋力増強なのかフィーリング維持なのかわかりませんがいずれにしても
練習すると筋繊維はダメージを受けてそれを補うために増強されるパターンを取ります
が、パターンが悪いといたんでから増強される前に次がいたんで全体からみて筋力低
下して筋肉や筋をいためる結果になるかもしれません。ひどくいためると練習もできなく

なりますから体を大事にするのも心配して、数日不安な部位を使わないトレーニングをし
て変化を見てみましょう。周期的に練習すると効果的にパワーアップできますが過負荷
の連続は劣化を伴いますから頭も使って練習しましょう。 特定の引き込み位置や方向
がトラブルの問題があるならフォームなどの改善が効果があるかもしれませんが基本
的に疲労している状態ではないでしょうか？練習は必ずしもフルドローを要求するもの
ではなくメンタルの問題やその他の部位の増強などやることはありますからうまく組み
合わせるといいですね。

87



情報 僕はＥＡＳＴＯＮ・ＡＣＥの矢を使っているのですが、 矢に書い
てあるＣ－４、Ｃ－５などの数字は何を意味するものなので
しょうか・・・。 最近、ネットで矢を買って、普段使っているの
は６２０のＣ－４なのですが、届いたのは６２０のＣ－５でし
た。 でも、注文する時はサイズを選ぶだけでした。 そこの番
号が違っても問題ありませんか。

矢を生産した場合設計上、スパインをぴったり６２０とか６７０にあえばいいですが工業
的にもばらつきが発生します。同じスパイン設計の中でそのばらつきを実測してＣ－１
からＣ－５だったと思いますが分類して分けています。気になれば仕方ありませんが隣
同士程度なら問題はないと思います。少なくても１ダースの中はそろえていると思いま
すが、バラで購入する場合在庫がないと選択できませんからどうしてもばらつきを抑え
たいならケース単位で購入することになります。実際使用している矢は劣化していきま
すから補充した新品の矢が同じばらつきの表示であっても実際のスパインが同じとはい
えないのでどこまで気にするかは実射で判断してもいいでしょうね～。実射してばらつ
きがわかればはずせばいいだけです。
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情報 おはようございます。バイタースタビライザー、特にセンター
について質問させてください。 バイタースタビライザーはウェ
イトの位置が自由に設定出来るのですが、弓側とスタビの
先端側、どちらにウェイトを片寄らせることでどう変わって来
るのでしょうか？ 自分で試してみた所、あまり変化を感じ取
れませんでした。 よく先端側に片寄らせている人は良くみか
けるのですが…

Ｑ＞バイタースタビライザーはウェイトの位置が自由に設定出来るのですが、・・・・
　Ａ＞変化するとすると重心の位置の変化（重量バランスと慣性モーメント）と共振周波
数の変化でしょう。ですからモーメントなどはセンターの先のウエイトやその他の重量で
変化が少なければ影響は少ないでしょう。つぎに共振周波数は変化したとしても弓の
発射時などに発生する振動に対する目的の共振周波数に合わなければ意味がないこ
とになります。単純にゴムやシリコンなど弾性体で減少させた方が変化が見られるかも
しれません。構造上高めの振動周波数に共振しやすいでしょうからその辺の見極めが
必要かも知れませんね。実際の共振周波数は確認しておりませんので概論だけで
も・・・ 何をどうしたいという目的で使用するかを見極めなければ無駄な出費になりま
す。発射時の振動が全てなくなるのがいいともいえないので、自分の弓のマッチングを
行った後の気になる振動や弓の挙動を抑えるためには色々とやってみて変化を感じる
のがいいかもしれません。 近年の矢は軽量のため、どうしてもエネルギー効率が悪い
ので残ったエネルギーが弓の挙動などに影響するようです。もちろんチューニングの悪
い部分やリリースなどの関係なども挙動を大きくする要因です。
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情報 アーチェリーで３D競技があると知りました。 この競技で使わ
れている発砲スチロールの鹿や熊のターゲットを購入できる
ところを探しています。 もしご存知でしたら教えていただけま
せんでしょうか？

３Ｄアーチェリーは広島では毎年行われていますが、結構この競技に使用するターゲッ
トは高価なためがんばっているようです。材質は硬質ウレタンで発泡スチロールみたい
な貫通しやすい危険なものではありません。検索では海外のショップに取り扱いがある
ようですが重量も大きさもあるため船便で運んでくるようです。 直接購入できるかどうか
はわかりませんが交渉してみてください。
http://www.archerysportsusa.com/store/index.cfm
ここのショップのターゲットのところに３Ｄのターゲットが取り扱っているようです。
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情報 チューニングについてのお礼が遅くなりました。ありがとうご
ざいました。ところで別の質問なのですが、上下ティラーハイ
トの差がもたらす影響について教えてください。上ティラー≧
下ティラーという話はよく聞くのですが...

下側のハイトが低いのは下側のリムが強めにしてあるからでその目的は
1.グリップの位置と矢のレスト位置の関係でまったくハンドルの中央にピボットポイント
が持ってこられないこと
2.矢を番えるノッキングポイントはストリングの中央でないこと
で、矢を番えて引き込んで行く場合ノックの位置がまっすぐトレースされることを考えると
下側にグリップがあるため、リムの強さが幾分強くしなければならず、そのため下のハ
イトが低くなります。 ただし近年のハンドルは剛性があがったり耐久性の向上などで極
力センターがわにピボットポイントを持ってくる傾向があるのでハイトの差は小さくなりま
すが、よほどリムのバランスが悪い場合を除いて逆転することはないでしょう。実際はグ
ルーピングを確認しながら調整してみるのも経験になるかも。古い弓や廉価な弓ではポ
ンド調整できないタイプもありますが調整できるタイプは時間があればやってみる価値
はあるかもしれません。トレースで確認することもできますが汎用品の結果が思わしく
ない結果が出ることも考えられますので精神安定上確認するかどうかは好みの問題で
す。
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情報 ベアシャフトチューニング時、弦１を使うと完成矢真ん中で ベ
アシャフトが左の6～7点になりますが、 別の弦２を使うと完
成矢とベア両方ともゴールドに入ります。 弦2のほうが古い
ですが、弦１は弦２をモデルに同じジグで 同じ長さ、同じスト
ランド数で作っています。 ティラーハイト、ストリングハイトも
同じ設定です。 また、ノッキングポイントも同じ高さにすると、
完成矢とベア両方の着弾点が変わります。

古い弦がどのくらい使用したものかわかりませんが時間的と回数的に劣化しているとす
ると、材質がファーストフライト系でしょうから毎回及び期間で少しずつ伸びてきますから
その時点でねじってハイトを合わせてきたとします、新しいストリングを使用して確認し
た場合現状に合わせたものとすると幾分特性が異なるかもしれません。また劣化によ
りばね係数が悪くなるので新しい方がサイトがあがる傾向が在ります。 ですから同じよ
うなといっても同じでないと考えて矢速など違うかもしれませんから変化が出るかもしれ
ません。またノッキングポイントの差し込み硬さなどによっても変化があるかもしれませ
ん。 スパインがあっているような条件（プランジャーの硬さやノッキングポイント位置での
変化が適正に変化する）で在るとすれば、羽根をつけた矢がじゅうぶん射手の精度に
満足するグルーピングの結果がでるならよいのではないでしょうか？ 参考に距離によ
るグルーピングの変化を取っておく方がよいかもしれません。 まあ羽根がついている状
態であまり変わらないグルーピングなら気にすることはないでしょうが、古い弦と新しい
弦の組み合わせて予備弦にするより同時に製作した２本の弦を互いに使用して予備弦
にした方がばらつきがないかもしれません。 スパインのマッチングをベアシャフトチュー
ニングで確認するならある程度難しい技術なのかもしれませんね。
1.ワックスの付着量　2.サービングの巻き方（重量）
3.実は射ち方が変わっている ぐらいしか思いつきませんが何らかの要因で考え付くこと
はありますか？ または弦が変わるとチューニングは一からと考えた方が良いのでしょう
か？
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用具 矢について以前ご相談いただいたものです。 ノックを矢につ
けるときにスピンウィングだと コックフェザーに対して180°
あわせるのが どの位置か悩んでしまいました。 羽根の説
明書の図を見よう見真似でまねしましたが 何か気にすべき
ことはありますか？ 実射時にレストなどに羽根が当たらなけ
ればいいものでしょうか？

参考に純正の説明書からの抜粋を技術のページの羽根の記述に追加しておきました。
そちらにも書きましたが最終的には羽根が干渉しなければ良いわけですからカットアン
ドトライの部分もあります。矢のスパインがあっていれば通常ハンドルから離れたところ
を通っていくのでレストにもプランジャーチップにも干渉しないはずですが、リリースの状
態などでクリアしにくい場合のリスク回避のためにもなるべくクリアできる位置にしたほ
うがいいでしょう。 注意は羽根の起き方は張る両面テープによっても異なり純正の付属
品のテープや別売の幅の狭いテープなどでもそり方が違いが出てくるし，羽根の貼り付
け面のシャフトに沿うように加工した場合でも位置が見かけ上変わるので完成矢で確
認しながらノックの位置を変えて調整していくことになるでしょう。 角度が決まれば後の
重要項目ははがれにくくしておくことですね～もちろんメンテナンスのことも考えて加工
する必要はあります。
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情報 Ｑ＞当たる位置は手首から12-3センチくらいの位置です。肘
は返しているので当たりませんが・・

　Ａ＞その位置ではほとんど矢には関与しないと思いますがストリングがあたるというこ
とは弓が内側に回転している（ローリング）が発生していないか確認してみましょう。原
因の一つはピボットポイントの外側に移動など チェストガードは素直にストリングがあ
たっている場合はあまり影響はありませんが体が動くような人やあたりがきつい人は弓
の挙動に影響するので使った方がいいです。アームガードは保護具ですからミスをした
ときの痛みを知っているなら通常使うでしょう。 弓を引き込むとき負担がかかりますから
関節を動かしながらドローイングはやめた方がいいですね。肩というか関節を決めて引
き込んでくるのがいいです。 前に書いたのはセットアップのときの弓の最初の位置のこ
とです。高い位置から引き込んではいけないということでした。 オープンの場合ストレー
トより筋力を使いますので練習を考えて筋力アップをしましょう。
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情報 アームガードに弦が当たるのは、矢が離れた後なので気に
しなくても良いかと思っていました。どうなんでしょうか。 押し
手の肘に近い部分で当たってしまうのであれば「肩が入って
いる」ということはありませんか？ あとは肘を返すと当たりに
くくなるかとも思います。 あと、セットアップ時に引き手の肘
が的側に行き過ぎている （直角よりも的側）状態から、水平
に引いてくると 肩を痛めると聞いたことがあります。

　Ａ＞引き込んだストリングに引っ掛けてある矢がリリースされてストリングに押されて
速度を上げている時間、ストリングから矢が離れる間での時間および矢がレストやプラ
ンジャーの位置から十分離れる場での時間を考えるとストリングが干渉して肘ぐらいに
あたる位置は矢の挙動に関係するくらいの位置や時間になると思いますので的中精度
に影響しますからあたらないようにするのが普通です。
　Ａ＞肩が入っているというよりはリリースの問題か十分なパラドックスをクリアできる空
間がないか、さるうでなどの干渉しやすい問題があるかどうかが問題点ではないでしょ
うか？
　　Ａ＞さるうでなどで肘が内側に入ってくる場合や被疑が回転して内側に入ってくる場
合干渉しやすくなりますから、対応のひとつで肘の返しを指導することもあります。
　Ａ＞現在ではあまりセットアップを上にした場合誤ってリリースした場合など場外に飛
び出し危険なことがあるので、極力的にピンをつけるくらいから引き込むように指導され
ます。肩の納まりが悪いということは聞いたことはありますがその時点の筋力体力に応
じた弓の強さで十分トレーニングしておれば痛めるということは程度の問題でしょう。肩
をいためる？＝筋肉を炎症させるということは無理をしなければあまり考えなくてもいい
のでは？ないでしょうか
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情報 スタンスなんですが、オープン気味だと押し手が負けて後ろ
に体が退いてしまうため、最近オブリークに変更したばかり
なんです。 また確かに、オープン気味の時は弦は当たりま
せんでしたが、そのスタンスでドローすると引き手がまた痛
んでしまうんです・・・

スタンスをストレートからオブリックからオープンに変えていくとその分引き手側や押し手
側も骨格の支えをうまくつかえなくなるので筋力を要求されるようになります。ですから
徐々に筋力アップを行いながらして行くことが必要かもしれません。筋力アップは強い
ばかりではなく弱くても回数や練習タイミングで効果的にあげることを考慮しましょう。
物理的に間隔を広げる方法のひとつでハンドルのグリップのピボットポイントを外側に移
行して干渉しにくくする技もありますが何がしかの負担はかかります。 ぼちぼち改善点
を考えましょうネ
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情報 ＞リリースでストリングが内側に入る量が多くなると とある
のですが、理解力がないのあまりよくわかりませんでし
た・・・。もう少し詳しく教えていただけないでしょうか？ それ
と、もともと猿腕でだったのですが、現在はそこまでひどい猿
腕では無いです。 セッティングなんですが、弓はWinのエキ
スパートでリムはＷＩＮＥＸ、実質３７ポンドの弦は１６本弦、
ハイトは９インチちょうど、センター・サイドともにバイター、
ウェイトはSOMAアッパーのみで、矢はＡＣＥの６２０です。ち
なみに左射ちです。

リリースの時に指が高速で反応できないために、ストリングが外れる時は内側にずれな
がら離れていきます。そのため左右にストリングがゆれる原因にもなります。百聞は一
見にも・・で高速撮影した画像がここのメーカーさんがアップしていますので見てくださ
い。 トップからハイスピードビデオのページの画像を参考に、特にリリースの部分がアッ
プしてあるものを繰り返して観察してみてください。
V a r i a b l e
http://www.variable.se/eindex.htm
引き尺を伸ばそうとしたり、極端に押してをまっすぐに直線にしようとすれば必然的にス
トリングのトレースする位置から押しての腕の内側との隙間が少なくなって干渉しやすく
なります。つまりあたるということ。簡単には間隔を広げるためにスタンスがストレートで
あればオブリックやオープンのスタンスに変更してみてはいかがでしょう。リリースを簡
単には変更できないでしょうから・・・
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情報 引き手の痛み以来、特に押し手を意識するようになったら痛
みは消えました。 と、同時に、今度は弦が押し手の腕に当
たるようになってしまいました。 なるべく押し手は押し負けな
いように押しているつもりですが、この意識によって、押し手
が反り、弦とぶつかる要因をつくってしまっている気がしま
す。リリースしだいで当たらなくなるという話は聞くのです
が、なかなか問題解決には至りません。 どうすれば解消に
近づけるのでしょうか・・・？

ストリングが押し手側の内側にあたるのはアームガードで保護はしますが干渉すると矢
が荒れる原因にもなりますから干渉しないようにしなければいけません。
1.リリースが内側に入る 　　リリースでストリングが内側に入る量が多くなるとパラドック
スが大きくなりストリングが干渉しやすくなります。
２.ストリングが入る隙間が狭い 　　どうしてもパラドックスの関係で内側に入ってきます
から隙間を空ける考え
　　Ａ.スタンスをストレートからオープン気味にする
　　Ｂ，アンカー位置を外側に変更する
　　Ｃ，顔向けをサイド気味にする
　　Ｄ.グリップの形状変更で押し手の向きを変える
　　Ｅ.グリップの仕方を変えてみる（ローリング量が多い場合）
　　Ｆ.その他
通常いくつかの天を変更すれば改善できると思いますが極端なサル腕でなければ・・・
弓のセッティングを教えてください　センターとかＭロッドやウエイトなどの組み合わせと
実質ポンド、矢の種類など
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情報 タブとストリングのは勢いよく離すものなのでしょうか。 それ
ともズルズルとタブ上を擦って離すものなのでしょうか。

　Ａ＞ストリングは引っ掛けないようにできるだけスムースにぱっと開く感じでいいと思い
ます。１０数キロで引き込んでいますので実際にはぱっと離してもタブの上をすって行く
のはあたりまえになります。極力同じような感じでリリースしましょう。
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情報 ストリングを引く→タブがストリングを半分ぐらい包み込む 上
記の状態から、ストリングを放すときにズルズルとタブの表
面を 滑っていきますが、その時にストリングがくるくるねじれ
ていきます。 このようなストリングがねじれた状態で、アロー
のノックに挟まれて 矢が飛んでいきますが、こういう状態が
普通なんでしょうか。

リカーブの場合ストリングを引き込むのにタブを使います。目的は引き手の指を保護す
るためですから基本的にはそのようになります。 リリース時にタブによるストリングの挙
動で矢がたわんだり暴れたりすることをアーチェリーパラドックスといいます。通常のこと
です。もちろん上達すると程度が安定したり量が少なくなったりします。
発生する挙動は
１．ストリングをねじる 　この挙動がもし矢を回す働きが発生しても屋をあまり回転させ
ないような硬さにノックにさしていると思います。また発生した回転力でレストから矢がこ
ぼれなければ問題ないと思います。
２．ストリングが蛇行する 　この挙動は引いてきたまっすぐの方向から指の開く方向に
ずれながら離れていきます。そのため矢は左右に触れる力が働いてたわみが発生して
飛んでいきます。チューニングの程度にもよりますが程度が少なければプランジャーで
カバーすることもできますが蛇行をなくすためではなく矢がハンドルなどに干渉して荒れ
ないようにするためです。 矢と弓と人間はアナログ的な部分がありますから精度を追求
するのもばらつきの減少や繰り返し安定性を向上するのも練習やチューニング作業とい
うことになります。
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情報 程度の問題ですか、インドアでは回転するほうがいいと聞い
ていたので・・・　素直にピッチ角をつけることにします。

ロングの９０ｍとインドアの１８ｍでは特化させると幾分考え方が変わるでしょう。インド
アの場合
１．１８ｍと距離が短いのでパラドックスによる矢のあれが落ち着くまでの時間がない
２．的が小さくなるので少しでも有利な太い矢にする。
３．パラドックスを抑えるため重い矢に選択する。
４．距離が短いのであまり失速を考えなくてもいい
ということで
１．大きな羽根（鳥羽など）を使ったり、スピンでも大きなものがありますが新しく開発さ
れた羽根の中で大きさを抑えながら回転力の効果をあげようとしたのでしょう。そうして
矢の特性を少しでも改善することは現状の羽根でもいろいろやってみる範囲です。 もち
ろんピッチを買える大きさを変える、枚数を変えるなどいろいろ変更してみることはでき
ます。ただし、それらを使うためにはそれなりの使う弓側、人間側の工夫も練習もセッ
ティングも必要になりますから楽しみながら自分に合う状態にしてみましょうね。
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情報 突然ですがストライプベインについて，ちょっとわからないこと
があります。ベインの片面にミゾがあると、なぜ回転が発生
するのでしょう。何か難しい理由があるのでしょうか？

　羽根の目的は矢速を利用して羽根の空気抵抗を使って矢を回転させ直進性を増す効
果を利用します。ただし矢速を利用しますので失速させる働きもあります。さて、ストライ
プベインは羽根の空気抵抗を増すためにつけたものと思いますから（今は取り扱いや耐
久性は置いておきます）ないものよりより回転力は増える可能性はありますが、失速も
増す可能性はあります。ですから回転するのは溝がなくてもしますが程度の問題です。
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